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エ
ジ
プ
ト
の
首
都
カ
イ
ロ
か
ら
地

中
海
に
向
け
ま
っ
す
ぐ
に
延
び
る
砂

漠
の
高
速
道
路
を
車
で
走
る
。
３
時

間
ほ
ど
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、
よ
う
や
く

ニ
ュ
ー
・
ボ
ル
グ
・
エ
ル
・
ア
ラ
ブ

市
に
入
っ
た
。
同
市
は
、
古
く
か
ら

貿
易
や
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て

き
た
エ
ジ
プ
ト
第
二
の
都
市
ア
レ
ク

サ
ン
ド
リ
ア
近
郊
に
位
置
す
る
新
興

都
市
で
、
将
来
有
望
な
産
業
地
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
、
今
年
２
月
に
開
校
し
た

の
が
「
エ
ジ
プ
ト
日
本
科
学
技
術
大

学
」（
Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
※
）。
目
指
す

は
〝
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
工
学
系

大
学
〞
だ
。Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
は
エ
ジ

プ
ト
で
唯
一
、
外
国
の
名
前
を
冠
し

た
国
立
大
学
。
そ
の
構
想
段
階
か
ら

日
本
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
を
行
っ

て
き
た
。

　
「
科
学
技
術
は
産
業
を
育
成
・
創

出
し
、
国
の
発
展
を
支
え
る
も
の
」。

近
年
、
多
く
の
開
発
途
上
国
が
そ
の

重
要
性
を
強
く
認
識
し
、
こ
う
し
た

人
材
を
育
成
す
る
た
め
高
等
教
育
に

力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ

ろ
が
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
中
等
教
育
修

了
者
が
増
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
国
立

大
学
の
授
業
料
を
無
償
化
し
た
こ
と

で
、
高
等
教
育
へ
の
就
学
者
数
が
増

加
。
そ
の
結
果
、〝
超
マ
ス
プ
ロ
〞

状
態
に
陥
っ
た
。
同
国
最
高
学
府
と

い
わ
れ
る
国
立
カ
イ
ロ
大
学
の
学
生

数
は
約
26
万
人
。
工
学
部
で
は
、
教

員
一
人
当
た
り
の
学
生
数
が
約
30
人

と
い
う
。
こ
れ
が
日
本
の
場
合
、〝
マ

ン
モ
ス
校
〞
と
呼
ば
れ
る
大
学
で
も

学
生
数
は
５
万
人
程
度
で
、
工
学
系

国
立
大
学
で
は
、
教
員
一
人
当
た
り

の
学
生
数
が
約
10
人
。
こ
う
し
た
数

字
を
並
べ
て
み
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
の

工
学
系
高
等
教
育
が
抱
え
る
問
題
の

深
刻
さ
が
分
か
る
。

　

エ
ジ
プ
ト
で
は
、
優
秀
な
学
生
が

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
求
め
て
海
外

へ
留
学
し
、
卒
業
後
も
エ
ジ
プ
ト
以

外
の
国
で
就
職
し
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
。
そ
も
そ
も
エ
ジ
プ
ト
の
人
口

に
占
め
る
35
歳
以
下
の
割
合
は
60
％

以
上
。
青
年
人
口
の
多
さ
は
、
国
の

発
展
の
原
動
力
と
な
る
可
能
性
を
秘

め
る
一
方
、
こ
う
し
た
難
し
い
問
題

を
抱
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
に
対
し
て
エ
ジ
プ

ト
の
ム
バ
ラ
ク
大
統
領
は
、
２
０
０

７
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
エ

ジ
プ
ト
首
脳
会
議
」
で
、〝
日
本
型

大
学
教
育
〞
を
掲
げ
た
Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ

Ｔ
の
設
立
に
向
け
た
支
援
を
日
本
に

要
請
。
そ
の
背
景
に
は
、
日
本
が
持

つ
戦
後
の
経
済
成
長
を
け
ん
引
し
て

き
た
高
い
科
学
技
術
力
と
、
そ
れ
を

支
え
て
き
た
「
少
人
数
制
」「
研
究

重
視
」「
実
践
力
・
応
用
力
重
視
の

教
育
」
な
ど
を
特
徴
と
す
る
工
学
系

大
学
教
育
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
。
さ

ら
に
翌
08
年
は
「
日
本
エ
ジ
プ
ト
科

学
技
術
年
」だ
っ
た
こ
と
も
手
伝
い
、

日
本
と
し
て
も
政
府
レ
ベ
ル
で
Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
を
支
援
し
て
い
こ
う
と
い

う
機
運
が
高
ま
り
、
同
年
10
月
に
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
エ
ジ
プ
ト
日
本
科
学

技
術
大
学
（
Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
）
設
立

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
開
始
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
蓄
積
し

て
き
た
高
等
教
育
支
援
の
経
験
を
基

に
、今
度
は
ま
っ
た
く
の
〝
白
地
図
〞

状
態
か
ら
大
学
づ
く
り
を
支
援
す
る

と
い
う
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
初
め

て
の
試
み
で
し
た
」
と
話
す
の
は
、

Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専

門
家
の
角
田
学
さ
ん
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
め
る
に
当
た
り
、日
本
政
府
、

支
援
大
学
12
校
、
産
業
界
な
ど
か
ら

な
る
「
国
内
支
援
委
員
会
」
を
結
成

し
、〝
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
〞
と
し
て

Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
を
支
援
す
る
体
制
が

整
え
ら
れ
た
。

　

一
方
、
エ
ジ
プ
ト
側
も
09
年
３
月

に
日
本
と
Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
設
立
に
向

け
た
二
国
間
協
定
を
結
び
、
同
５
月

に
は
既
存
の
国
立
大
学
設
置
法
と
は

別
に
、
大
統
領
令
を
発
布
。
エ
ジ
プ

ト
政
府
は
１
０
０
億
円
規
模
の
新
キ

ャ
ン
パ
ス
建
設
費
用
に
加
え
、
今
後

必
要
と
な
る
大
学
の
運
営
費
に
つ
い

て
も
予
算
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
を

約
束
し
た
。
こ
う
し
て
、Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ

Ｓ
Ｔ
設
立
の
た
め
に
不
可
欠
な
基
盤

と
な
る
両
国
の
政
治
的
・
財
政
的
な

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
整
っ
た
。

　

08
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ

エ
ジ
プ
ト
の
高
等
教
育
が

抱
え
る
問
題

両
国
の
強
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

from エジプト
EGYPT
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ー
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科学技術を発展の力に
エジプトと日本が創る夢の大学

“世界トップクラス”の工学系大学を目指し、今年2月に開校した「エジプト日本科学技術大学」（E-JUST）。
大学の構想段階から、設立に向けた組織体制や運営計画、教育プログラムの策定など、

まったくの“白地図”から日本が大学づくりに協力する初めてのケースだ。
この8月、日本政府や大学、産業界などが連携し、

「オールジャパン」体制で支援するJICAのE-JUST設立プロジェクトを訪ねた。

外務省
文部科学省
経済産業省
JICA　など

　　　　　　
北海道大学
東北大学
東京大学
東京工業大学☆
慶應義塾大学
早稲田大学☆
名古屋大学
京都大学☆
京都工芸繊維大学
立命館大学
大阪大学
九州大学☆　

　　　　　
東京商工会議所
中東協力センター
中東調査会
個別企業　など

［ オールジャパン支援体制 ］ 日本政府

大学

産業界

☆ 専攻幹事大学

日本政府

大学 産業界

エジプト
アレクサンドリア

カイロ

October 2010                         0405                         October 2010

Ｅ-ＪＵＳＴの教職員と設立プロジェクト
のJICA専門家。それぞれの努力や協
力、連携といったものがあって初めて、
開校の日を迎えることができた

現在、E-JUSTが仮校舎とし
て使用している国立ムバラク
シティー研究所

※Egypt-Japan University of Science and Technology

（上）高等教育の“マスプロ化”が進むエジプト。アレクサンドリア大学のキャンパ
スは、いつも学生で溢れている
（中）国立ムバラクシティー研究所に隣接する新キャンパスの建設予定地。砂漠
に囲まれた広大な土地が広がる
（下）E-JUSTの学生寮。全14棟のうち4棟（160人分）が、すでに完成している

f rom

EGYPT
エジプト
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ジ
ェ
ク
ト
で
は
、Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
の

開
校
に
向
け
た
準
備
と
し
て
、
日
本

の
支
援
大
学
と
と
も
に
大
学
の
組
織

体
制
や
運
営
計
画
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

や
シ
ラ
バ
ス
な
ど
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
づ
く
り
の
ほ
か
、
研
究
・
教
育
機

材
の
一
部
を
支
援
。
各
専
攻
科
目
に

は
、
日
本
の
１２
の
支
援
大
学
か
ら
教

員
が
派
遣
さ
れ
、
現
地
の
教
員
と
と

も
に
授
業
を
担
当
す
る
。

　

第
一
期
生
と
な
っ
た
の
は
、
約
１

７
０
人
の
受
験
者
か
ら
選
抜
さ
れ
た

「
電
子
・
通
信
工
学
」「
メ
カ
ト
ロ
・

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
工
学
」「
資
源
・
環

境
工
学
」
の
３
専
攻
で
学
ぶ
修
士
・

博
士
課
程
の
学
生
27
人
。「
競
争
率

自
体
は
高
く
な
い
が
、
優
秀
な
国
立

大
学
の
助
手
や
修
士
課
程
修
了
者
が

多
く
、
結
果
と
し
て
レ
ベ
ル
の
高
い

学
生
が
確
保
で
き
ま
し
た
」（
角
田

専
門
家
）。

　

現
在
は
ま
だ
、
国
立
ム
バ
ラ
ク
シ

テ
ィ
ー
研
究
所
を
間
借
り
し
た
格
好

だ
が
、２
０
１
２
年
に
は
待
望
の
Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
新
校
舎
の
一
部
が
完
成

し
、
専
攻
科
目
の
数
も
最
終
的
に
は

７
つ
に
ま
で
増
え
る
予
定
だ
。

　
「
何
よ
り
研
究
に
専
念
で
き
る
環

境
が
う
れ
し
い
！
」

　

こ
の
日
訪
れ
た
研
究
室
で
目
を
輝

か
せ
な
が
ら
こ
う
話
し
て
く
れ
た
の

は
、
資
源
・
環
境
工
学
専
攻
で
学
ぶ

オ
サ
マ
さ
ん
。「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ

ア
大
学
の
修
士
課
程
で
学
ん
で
い
た

と
き
は
、
１
日
６
時
間
も
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
学
部
生

の
授
業
を
担
当
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
自
分
の
研
究
と
両
立
す
る
の
が

難
し
か
っ
た
」
と
話
す
。
エ
ジ
プ
ト

で
は
超
マ
ス
プ
ロ
教
育
の
弊
害
で
、

修
士
課
程
や
博
士
課
程
の
学
生
は
、

担
当
教
授
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て

授
業
を
受
け
持
つ
こ
と
が
多
い
。
そ

の
た
め
、
修
士
課
程
を
修
了
す
る
ま

で
に
４
年
、
博
士
課
程
は
６
年
と
、

日
本
の
倍
の
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

う
。
日
本
の
科
学
技
術
が
学
べ
る
こ

と
を
期
待
し
て
入
学
し
た
と
い
う
オ

サ
マ
さ
ん
は
、「
大
川
原
先
生
は
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
論
点
を
分

か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
る
。
相
互

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し

た
授
業
は
、
少
人
数
制
の
Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ

Ｓ
Ｔ
な
ら
で
は
の
特
徴
だ
と
思
う
」

と
、現
在
の
授
業
に
満
足
し
て
い
る
。

　

そ
の
オ
サ
マ
さ
ん
の
授
業
を
受
け

持
つ
、
東
京
工
業
大
学
の
大
川
原
真

一
准
教
授
は
、「
と
に
か
く
授
業
に

対
す
る
意
欲
が
日
本
の
学
生
よ
り
も

は
る
か
に
高
い
。
授
業
で
は
ど
の
生

徒
も
積
極
的
に
手
を
挙
げ
、
自
分
自

身
が
納
得
す
る
ま
で
質
問
し
て
き
ま

す
。
こ
う
し
た
姿
は
日
本
人
の
学
生

も
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
メ
カ
ト

ロ
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
工
学
を
専
攻
す

る
タ
レ
ッ
ク
さ
ん

は
、「
Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ

Ｔ
の
第
一
期
生
と

し
て
入
学
で
き
た

こ
と
を
誇
り
に
思

っ
て
い
ま
す
。
実

験
機
材
も
少
し
ず

つ
整
っ
て
き
た
の

で
こ
れ
か
ら
が
と

て
も
楽
し
み
」
と

期
待
を
寄
せ
る
。

　

他
方
、「
他
の
国
立
大
学
と
違
い
、

Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
は
独
自
法
で
運
営
さ

れ
て
い
る
分
、
給
料
な
ど
の
待
遇
面

で
恵
ま
れ
て
い
る
。
日
本
か
ら
来
て

い
る
教
授
陣
か
ら
、
私
自
身
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
学
べ
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
」
と
話
す
の
は
、
昨
年
９

月
か
ら
Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
の
教
員
と
な

っ
た
モ
ハ
マ
ッ
ド
・
ア
ブ
ト
ゥ
ラ

テ
ィ
フ
准
教
授
。「
Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
は

授
業
料
を
徴
収
す
る
た
め
、
他
の
国

立
大
学
よ
り
も
研
究
や
授
業
に
必
要

な
機
材
を
購
入
す
る
た
め
の
予
算
が

確
保
さ
れ
て
い
る
」
と
、
大
学
運
営

面
で
の
特
徴
を
挙
げ
る
。「
授
業
料

は
学
生
に
と
っ
て
負
担
に
な
る
の
で

は
な
い
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
国

や
民
間
団
体
、
日
本
企
業
が
提
供
す

る
奨
学
金
制
度
が
あ
り
、
学
生
は
全

員
こ
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
る
。

エ
ジ
プ
ト
政
府
が
国
内
向
け
に
奨
学

金
を
出
す
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、

奨
学
金
に
は
授
業
料
だ
け
で
な
く
、

生
活
費
も
含
ま
れ
る
。
学
生
に
と
っ

て
は
授
業
料
免
除
よ
り
も
、
む
し
ろ

あ
り
が
た
い
制
度
に
な
っ
て
い
る
」

と
教
え
て
く
れ
た
。

　

こ
う
し
た
Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
に
対
し

て
、
地
元
産
業
界
か
ら
も
高
い
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
大
学
誘
致
に

積
極
的
に
動
い
た
地
元
ニ
ュ
ー
・
ボ

ル
グ
・
エ
ル
・
ア
ラ
ブ
市
の
商
工
会

副
議
長
で
、
自
身
も
地
元
企
業
の
経

営
者
で
も
あ
る
ア
ミ
ー
ル
・
ワ
セ
フ

さ
ん
は
、「
エ
ジ
プ
ト
と
日
本
で
、

産
官
学
連
携
体
制
が
で
き
た
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
。
両
国
政
府
が
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
が
産
業

技
術
の
開
発
や
人
材
育
成
を
図
り
、

産
業
界
が
そ
の
受
け
皿
と
な
る
。
こ

う
し
た
社
会
・
経
済
発
展
の
好
循
環

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

こ
の
ワ
セ
フ
氏
は
、
地
元
経
済
界
を

代
表
し
、Ｅ

‒
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
設
立
準
備

委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
組
織
体
制

や
戦
略
づ
く
り
な
ど
に
参
画
。
現
在

も
、
大
学
運
営
を
担
う
協
議
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
が
開
校
し
て
か
ら

半
年
。
同
校
の
ア
フ
マ
ド
・
ハ
イ
リ

学
長
代
行
は
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
日
本

の
支
援
大
学
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
開

校
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
お
か
げ
で
、
こ
う
し
て
素
晴
ら

し
い
教
員
や
学
生
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

こ
の
Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
の
最
高
意
思

決
定
機
関
に
当
た
る
「
理
事
会
」
メ

ン
バ
ー
15
人
の
う
ち
、
７
人
が
支
援

大
学
や
産
業
界
、
関
係
省
庁
、
J
I

C
A
の
代
表
者
で
あ
る
日
本
人
だ
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
エ
ジ
プ
ト

が
日
本
を
信
頼
し
、
ま
た
期
待
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
エ
ジ
プ

ト
と
日
本
が
、
政
治
レ
ベ
ル
そ
し
て

民
間
レ
ベ
ル
で
強
力
な
連
携
体
制
を

築
く
こ
と
が
で
き
た
の
か
―
。
そ
の

答
え
を
角
田
専
門
家
は
こ
う
話
す
。

　
「
エ
ジ
プ
ト
は
日
本
が
持
つ
高
い

科
学
技
術
力
や
そ
れ
を
支
え
る
工
学

系
高
等
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
そ
し
て

〝
も
の
づ
く
り
の
心
〞
を
必
要
と
し
、

日
本
と
し
て
は
、
地
政
学
的
に
恵
ま

れ
た
エ
ジ
プ
ト
で
日
系
企
業
を
巻
き

込
み
な
が
ら
産
業
の
振
興
を
図
る
こ

と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
東
・
ア
ラ

ブ
諸
国
、
ア
フ
リ
カ
へ
の
足
掛
か
り

に
し
た
い
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
日
本
の
大
学
と
し
て
も
、

Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
へ
の
参
画
を
通
じ

て
、
大
学
の
国
際
化
に
弾
み
を
つ
け

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
す
」。

ま
た
、
ハ
イ
リ
学
長
代
行
は
「
日
本

は
こ
れ
ま
で
に
も
エ
ジ
プ
ト
の
人
材

育
成
に
貢
献
し
て
き
た
。
日
本
で
博

士
号
を
取
得
し
た
留
学
生
は
約
４
５

０
人
。
現
在
、
こ
の
人
た
ち
が
エ
ジ

プ
ト
国
内
で
活
躍
し
て
い
る
と
い
う

調
査
結
果
が
あ
る
」
と
、
そ
の
実
績

を
強
調
す
る
。

　

２
０
１
２
年
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の

一
部
が
完
成
す
れ
ば
、
学
部
生
の
受

け
入
れ
も
始
ま
る
。そ
し
て
将
来
は
、

エ
ジ
プ
ト
だ
け
で
な
く
中
東
・
ア
ラ

ブ
諸
国
や
ア
フ
リ
カ
の
国
々
か
ら
も

学
生
を
受
け
入
れ
、
３
０
０
０
人
規

模
の
大
学
と
す
る
計
画
だ
。
こ
う
し

て
生
ま
れ
る
教
育
や
研
究
を
通
じ
た

人
的
交
流
が
相
互
理
解
を
深
め
、
経

済
的
な
発
展
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

平
和
と
安
定
に
も
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

エ
ジ
プ
ト
と
日
本
、
そ
し
て
中
東

や
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
夢
を
乗
せ
た

〝
Ｅ

‒

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
号
〞
は
今
、
産
学
官

連
携
と
い
う
大
き
な
帆
を
張
り
、
大

海
原
へ
と
漕
ぎ
出
し
た
。

Ｅ
｜

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
に

寄
せ
ら
れ
る
期
待

学
生
に
、教
員
に
、

こ
こ
に
し
か
な
い
環
境
を
提
供
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日本にあるＪＩＣＡ本部や支援大学とE-JUSTをインターネット
でつなぎ、定期的にテレビ会議を開催。大学の運営や経営
戦略について、現状の報告や意見交換を行う大切な場と
なっている

メカトロ・ロボティックス工学を教えているモハマッド・アブトゥ
ラティフ准教授。この日は遅くまで、次の授業で学生に出す
課題をつくっていた

地元産業界を代表し、大学協議
委員会メンバーとしてE-JUSTの
運営に携わるアミール・ワセフさん

エジプトの高等教育省から
E-JUSTへ学長代行として赴
任しているアフマド・ハイリさ
ん。強力なリーダーシップで、E-
ＪＵＳＴ全体をまとめている

E-JUSTで資源・環境工学を学ぶオサマさん（上左）と、メカトロ・ロボティクス工学を学ぶタレックさん（上右）
資源・環境工学の授業で学生の質問に対し、親身な指導をする東京工業大学の大川原准教授（下）

この日、電子・通信工学専攻で学ぶ学生が、エジプトの教
員と日本の教員（九州大学吉田啓二教授ほか4名）の前
で、研究テーマについてプレゼンテーションを行った

f rom

EGYPT
エジプト

科学技術    高等教育
特集

育て！未来のエンジニア
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春
、
夏
、
年
末
… 

と
、
シ
ー
ズ
ン
ご
と
に

家
電
製
品
の
新
型
モ
デ
ル
が
発
売
さ
れ
る
―
。

「
科
学
技
術
」
は
日
々
め
ま
ぐ
る
し
い
速
度
で

進
歩
し
、私
た
ち
の
生
活
を〝
便
利
〞で〝
豊
か
〞

に
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
「
科
学
技
術
と
そ
の
技
術
革
新
は
、
経
済
成

長
の
原
動
力
だ
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
高
等
教
育
支
援
が
専
門

の
角
田
学
・
J
I
C
A
国
際
協
力
専
門
員
。「
社

会
・
経
済
の
発
展
を
支
え
る
産
業
振
興
は
、

科
学
技
術
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
日
本

も
ほ
か
の
国
も
そ
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
国
の

枠
を
超
え
て
相
互
に
関
連
し
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
そ
の
国
の
社
会
・
技
術
基
盤
に

十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
国
を
越
え
て
協
力
し

合
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
」。

　

経
済
成
長
は
各
国
共
通
の
目
標
。
特
に
「
成

長
を
通
じ
た
貧
困
削
減
」
を
目
指
す
途
上
国

に
と
っ
て
は
、
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
経
済
成
長
を
支
え
る
の
が
科
学

技
術
で
あ
り
、
そ
の
進
歩
が
第
四
の
産
業
と

も
い
わ
れ
る
I
T
（
情
報
通
信
技
術
）
産
業
を

生
ん
だ
。
多
く
の
新
興
国
は
、
こ
う
し
た
科

学
技
術
の
発
展
に
よ
り
経
済
成
長
を
達
成
。

今
ま
さ
に
、
世
界
中
を
巻
き
込
む
「
知
」
の

大
競
争
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

　

I
T
産
業
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
科
学
技
術

の
発
展
は
技
術
革
新
を
生
み
、
新
し
い
産
業
を

育
て
る
原
動
力
と
な
る
。
し
か
し
、
多
く
の
途

上
国
の
場
合
、
産
業
と
い
え
ば
一
次
（
農
林
水

産
業
）、二
次
（
製
造
業
）、三
次
（
サ
ー
ビ
ス
業
）

が
主
体
だ
。
科
学
技
術
の
活
用
・
開
発
・
普
及

を
通
じ
て
新
た
な
産
業
を
つ
く
り
出
し
た
り
、

食
料
、
水
、
気
候
変
動
や
自
然
災
害
、
感
染
症
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
地
球
規
模
の

課
題
に
対
応
で
き
る
だ
け
の
〝
科
学
技
術
力
〞

を
持
つ
途
上
国
は
少
な
い
。

　

そ
う
し
た
中
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
日

本
の
科
学
技
術
」
だ
。
エ
コ
カ
ー
（
低
公
害
自

動
車
）や
家
電
製
品
な
ど〝
付
加
価
値
の
高
い
〞

日
本
の
工
業
製
品
が
、
世
界
中
で
評
価
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、

資
源
を
持
た
な
い
日
本
が
、
戦
後
の
焼
け
野

原
か
ら
復
興
を
遂
げ
、
高
度
経
済
成
長
を
達

成
で
き
た
の
は
、
科
学
技
術
の
振
興
・
教
育

に
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
。

　

現
在
日
本
は
、「
新
成
長
戦
略
」※
1
の
中
で

「
科
学
技
術
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
」「
知
恵

で
世
界
に
貢
献
す
る
日
本
」
を
掲
げ
、
国
内

の
み
な
ら
ず
、
世
界
を
舞
台
に
、
科
学
技
術

の
振
興
・
人
づ
く
り
を
推
し
進
め
よ
う
と
し

科学技術の振興により、戦後、驚異的な発展を遂げた日本は、

その経験を生かして、50年近くにわたり途上国の高等教育を支援してきた。

そして、徐々に育ちつつある人材―。

JICAの工学系高等教育支援で培った“財産・人財”を

新たな協力へとつなげる取り組みを紹介する。

て
い
る
。「
こ
こ
10
年
、
日
本
人
研
究
者
が
発

表
し
た
論
文
は
、
他
の
研
究
者
の
論
文
に
引

用
さ
れ
る
数
で
世
界
の
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

※
2
、
特
に
生
命
科
学
や
材
料
科
学
な
ど
基
礎

科
学
の
２
大
分
野
で
は
注
目
を
浴
び
て
い
ま

す
。
日
々
激
化
す
る
科
学
競
争
の
中
、
日
本

の
科
学
技
術
力
が
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ

る
証
拠
」（
角
田
専
門
員
）。
こ
う
し
た
面
か
ら

も
、
日
本
に
対
す
る
途
上
国
の
期
待
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
。

　

他
方
で
、
科
学
技
術
の
振
興
と
人
づ
く
り

の
途
上
国
支
援
は
日
本
も
元
気
に
し
て
く
れ

る
。「
長
い
不
況
で
活
気
の
な
い
日
本
で
は
、
内

向
き
志
向
の
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

打
ち
破
る
た
め
に
も
、
積
極
的
に
海
外
へ
出

て
、
優
位
性
の
あ
る
科
学
技
術
を
伸
ば
す
こ

と
は
重
要
。
科
学
技
術
分
野
の
人
づ
く
り
は
、

少
子
化
が
進
む
日
本
が
世
界
で
生
き
残
っ
て

い
く
カ
ギ
に
も
な
り
ま
す
」
と
角
田
専
門
員

は
指
摘
す
る
。

　

科
学
技
術
分
野
の
人
づ
く
り
の
舞
台
と
な

る
の
は
「
高
等
教
育
」
だ
。

　

世
界
の
高
等
教
育
支
援
が
活
発
化
し
た
の

は
１
９
９
８
年
。
途
上
国
で
高
等
教
育
の
就

特集

取材協力： 角田学 JICA 国際協力専門員／又地淳 JICA 国際協力専門員

―経済成長の原動力となる人材を育てるために―

※1 「強い経済」の実現に向け、２０１０年６月に閣議決定されたロードマップ。
※2  トムソン・ロイター発表による。

科学技術

高等教育

期
待
さ
れ
る
日
本
の
科
学
技
術

〝
財
産
〞を
生
か
し
た
新
し
い
支
援

科学技術    高等教育
特集
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学
率
が
上
昇
し
始
め
た
こ
と
を
背
景
に
パ
リ

で
開
催
さ
れ
た
、「
高
等
教
育
世
界
会
議
」
が

契
機
と
な
っ
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
そ
れ
以
前
の
60

年
代
か
ら
、
社
会
の
「
知
」
の
源
泉
で
あ
る
高

等
教
育
支
援
を
通
じ
て
、
国
の
発
展
の
基
盤

と
な
る
「
産
業
人
材
の
育
成
」
を
実
施
。
そ

の
代
表
例
が
、タ
イ
の
モ
ン
ク
ッ
ト
王
工
科
大

学
ラ
カ
バ
ン
校
や
ケ
ニ
ア
の
ジ
ョ
モ
ケ
ニ
ヤ

ッ
タ
農
工
大
学
に
対
す
る
支
援
だ
。

　

モ
ン
ク
ッ
ト
王
工
科
大
学
ラ
カ
バ
ン
校
は
、

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援
助
）
で
設
立
さ

れ
た
初
の
教
育
・
訓
練
機
関
。
約
50
年
前
に
電

気
通
信
訓
練
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
後
、
専
門
学
校
、
大
学
へ
と
昇
格
す
る
。

最
終
的
に
は
修
士
・
博
士
課
程
や
研
究
所
を
設

置
し
、
い
ま
や
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
工
科
系

大
学
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
く
ま
で
に
な

っ
た
。

　

ま
た
、
約
20
年
前
に
中
堅
技
術
者
の
育
成
校

と
し
て
開
校
し
た
ジ
ョ
モ
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
農
工
大

学
も
、
農
学
と
工
学
を
融
合
さ
せ
た
先
進
的
な

大
学
と
し
て
注
目
を
集
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
J
I
C
A
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
貧
困

削
減
と
社
会
経
済
開
発
に
貢
献
す
る
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
」や
「
人
材
育
成
」
の
取
り
組
み

を
促
進
す
る
「
ア
フ
リ
カ
人
造
り
拠
点
（
A
I

C
A
D
）」
を
設
立
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
現
在
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
う
し
た
過
去
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の
協
力
の
〝
財
産
〞
で
あ
る
途
上
国
の
大
学
と

日
本
の
大
学
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
を
支
援
。

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
地
域

で
は
「
ア
セ
ア
ン
工
学
系
高
等
教
育
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク（
Ａ
U
N
/
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ―

Ｎ
e
t
）プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」（
14
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
を
、
エ
ジ

プ
ト
で
は「
エ
ジ
プ
ト
日
本
科
学
技
術
大
学（
Ｅ

―

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
）
設
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
4
ペ
ー

ジ
に
関
連
記
事
）
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
協
力
は
、
日
本
の
大
学
や
関
係
省
庁
、
産
業

界
な
ど
を
巻
き
込
ん
だ
〝
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
〞

の
取
り
組
み
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
国
で
は
解
決
し
き
れ
な
い
地
球
規

模
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
背

景
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術

振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
や
独
立
行
政
法
人
日
本

学
術
振
興
会
（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
な
ど
と
連
携
。
研

究
者
間
の
交
流
を
通
じ
て
、
途
上
国
の
大
学
・

研
究
機
関
な
ど
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ

ッ
プ
メ
ン
ト
（
能
力
開
発
）
に
向
け
た
協
力
も

増
え
て
い
る
。

　

一
方
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
高
等
教
育
を
底
支

え
す
る
基
礎
教
育
（
初
等
・
中
等
教
育
）
支

援
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。「
科
学
技
術
を
重

視
す
る
国
の
多
く
は
、
小
中
学
校
で
の
理
数

科
教
育
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
基
礎
教
育
支
援
が
専
門
の
又

地
淳
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
専
門
員
だ
。

　

国
際
的
な
基
礎
教
育
支
援
は
、
国
連
教
育

科
学
文
化
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
な
ど
が
中

心
と
な
っ
て
、
90
年
に
タ
イ
で
開
催
さ
れ
た

「
万
人
の
た
め
の
教
育
（Education for A

ll

）

世
界
会
議
」
を
境
に
増
え
始
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も

90
年
代
に
入
っ
て
か
ら
理
数
科
教
育
支
援
を

加
速
さ
せ
て
い
る
。「
日
本
の
理
数
科
教
育
は

国
際
的
に
見
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、

他
教
科
に
比
べ
る
と
価
値
中
立
的
で
あ
る
た

め
、
外
部
者
と
し
て
協
力
し
や
す
い
」（
又
地

専
門
員
）
こ
と
に
加
え
、
60
年
代
か
ら
理
数

科
教
員
の
青
年
海
外
協
力
隊
が
派
遣
さ
れ
、

協
力
の
実
績
が
あ
っ
た
。
日
本
に
と
っ
て
「
長

年
の
協
力
で
培
わ
れ
た
人
材
を
活
用
で
き
る

利
点
は
大
き
か
っ
た
」
と
い
う
。

　

で
は
、
日
本
の
理
数
科
教
育
が
途
上
国
の
科

学
技
術
の
進
展
に
ど
う
貢
献
し
得
る
の
か
―
。

そ
の
答
え
は
、「
実
用
的
・
実
践
的
な
学
び
」

で
あ
る
と
又
地
専
門
員
は
言
う
。「
理
数
科
教

育
で
重
要
な
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
身

の
回
り
の
こ
と
と
、
数
学
や
科
学
と
を
結
び
付

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
す
」。
日
本
の
小
学
校

で
は
、
廉
価
な
理
科
実
験
器
具
や
算
数
教
材
な

ど
具
体
物
を
活
用
し
た
り
、
周
辺
の
動
植
物
を

観
察
す
る
な
ど
、「
身
近
な
現
象
や
生
活
」と「
数

学
的
・
科
学
的
な
概
念
」
と
を
関
連
付
け
る
機

会
が
多
く
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
途
上
国
で
多
い
の

が
、
暗
記
型
の
教
育
。
理
科
で
は
「
水
の
沸
点

は
１
０
０
度
」
と
い
う
こ
と
を
単
な
る
知
識
と

し
て
暗
記
し
た
り
、
算
数
で
は
冒
頭
に
公
式
を

教
わ
り
、
後
は
練
習
問
題
を
解
く
と
い
う
よ
う

な
授
業
が
多
く
、
実
物
と
の
関
連
付
け
が
な
さ

れ
な
い
。「
科
学
の
出
発
点
は
『
な
ぜ
？
』。
何

に
対
し
て
で
も
疑
問
を
抱
き
、
生
徒
自
身
で
そ

の
答
え
を
解
明
す
る
機
会
が
あ
る
か
ど
う
か
、

そ
の
過
程
を
見
守
り
な
が
ら
必
要
な
時
に
説

明
で
き
る
人
が
い
る
か
ど
う
か
、
そ
の
よ
う
な

環
境
が
科
学
技
術
分
野
の
人
づ
く
り
に
と
て

も
重
要
で
す
」。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
人
間
の
価
値
観

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
今
、
特
に
問
わ
れ
て

い
る
の
が
、
理
数
科
教
育
で
科
学
の
基
礎
を
鍛

え
た
上
で
応
用
の
利
く
技
術
を
伝
え
、
創
造
力

の
あ
る
人
間
を
育
て
る
科
学
技
術
分
野
の
高

等
教
育
だ
。「
人
づ
く
り
は
す
ぐ
に
成
果
が
出

る
も
の
で
は
な
い
。後
世
に
残
す
も
の
で
あ
り
、

長
い
時
間
を
か
け
国
・
地
域
の
活
力
と
な
っ
て

い
く
も
の
」（
角
田
専
門
員
）。
だ
か
ら
こ
そ「
科

学
技
術
系
高
等
教
育
」
は
、
途
上
国
が
明
日
へ

の
可
能
性
を
切
り
開
く
〝
試
金
石
〞
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

大学は
“明日への基礎”を

築く場所

学時代は6年間、JKUATの建築学科で学びました。今も建築家
として仕事をしていますが、私のキャリアに必要な基礎はすべて、

JKUATで習得したと言っても過言ではありません。JICAの支援の下、私
たちは実に系統だった教育にめぐり会うことができました。日本人専門家
や短期派遣の日本人教授の講義を受ける機会もあり、私自身、ケニアに
いながらも国際社会に視野を広げるきっかけになったように思います。
　卒業後は、ナイロビ市役所での勤務を経て、都市環境開発系のNGO
に転職しました。そこで初めて、ナイロビ市街地のスラム地区の開発計画
に携わり、やはり自国が抱える課題に真正面から取り組む仕事がしたいと
いう思いが強まったんです。数年後には「ECOTACT」という会社を立ち
上げ、公共の場にトイレを設置・普及する“IKOTOILET”という活動を提
唱しました。文化や身分など関係なく、すべての人が“清潔で安全なトイ
レ”が使用できるようになればという思いからでした。そもそも“公衆衛生”
の概念すらなかったこの国で展開したトイレビジネス。その斬新さと社会
的インパクトが認められ、自治体を巻き込んで行うまでの大事業になりま
した。社会起業家として数々の賞をいただくこともでき、それが大きな自信
にもなっています。
　JKUAT時代に専門性の基礎をしっかりと築けたからこそ、その後、物
事を適切に解決に導く方法を身に付けることができたのだと思います。振
り返ってみると当時から、都市環境の分野で革命を起こしたいという野望
を抱いていました。JKUATでの学びが、“プロフェッショナル”としての私を
誕生させてくれたと思っています。

1970年代後半から20年以上にわたり、ジョモケニヤッタ農工大学
（JKUAT）への協力を続けてきたJICA。その前身であるカレッジの
設立支援に始まり、農工業分野の技術者の育成を目指し、ディプロ
マ課程、学士課程の設置・運営の技術支援を行うなど、高等教育機
関としての能力強化に多方面から取り組んできた。そして長年の時
を超えて、ケニア各地に広まりつつある成果―。今まさに、アフリカ
の産業界で活躍するJKUATの卒業生を訪ねた。

（1997年建築学科卒業） 

ECOTACT LTD 会長
デイビット・クリア氏

大

科
学
技
術
に
重
要
な
理
数
科
教
育

column

科学技術    高等教育
特集

育て！未来のエンジニア



高等教育の基礎を鍛える「理数科教育」支援
工学系高等教育へ進む上で欠かせないのが、学力の土台をつくる「理数科教育」。

その“基礎学力”を鍛えるため、小中学校の理数科の授業の質の改善を目指したＪＩＣＡの協力が、
サハラ以南アフリカの国々で行われている。

  

「
０・３
メ
ー
ト
ル
は
、何
セ
ン
チ
で

す
か
？
」

　

サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、い
か

に
も
簡
単
に
思
え
る
よ
う
な
こ
ん
な

質
問
に
、正
し
く
答
え
ら
れ
な
い
子

ど
も
は
決
し
て
珍
し
く
な
い
。数
字

は
知
っ
て
い
て
も
、長
さ
に
は
異
な
る

単
位
が
あ
り
、そ
れ
が
ど
う
使
い
分

け
ら
れ
て
い
る
か
を
実
体
験
と
し
て

理
解
で
き
て
い
な
い
か
ら
だ
。

　

算
数
や
数
学
、理
科
、化
学
、物

理
と
い
っ
た「
理
数
科
教
育
」は
、高

度
な
技
術
や
産
業
の
発
展
に
は
欠

か
せ
な
い
工
学
系
高
等
教
育
の
土
台

と
な
る
も
の
。し
か
し
こ
の
地
域
で

は
、た
と
え
小
中
学
校
を
卒
業
し
た

生
徒
で
も
、高
等
教
育
に
進
む
上
で

必
要
な
、最
低
限
の
基
礎
的
理
解
と

知
識
が
身
に
付
い
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
。授
業
の
準
備
す
ら
し
な
い
責

任
に
欠
け
た
教
員
の
姿
勢
、一
方
的

に
教
科
書
の
中
身
を
黒
板
に
写
す

だ
け
の
暗
記
中
心
の
授
業
な
ど
が
、

そ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
よ

う
と
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
１
９
９
８
年
か

ら
ケ
ニ
ア
で
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
、

「
中
等
理
数
科
教
育
強
化
計
画
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
）」だ
。中

学
校
の
理
数
科
教
員
の
指
導
力
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、「
教
員
研
修
」の

強
化
を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。２

０
０
８
年
ま
で
の
10
年
間
、教
員
研

修
を
担
当
す
る
指
導
員
の
育
成
を

通
じ
、教
員
の
意
識
改
革
を

図
る
と
と
も
に
、生
徒
が
主

体
的
に
参
加
で
き
る
魅
力

的
な
授
業
の
手
法
な
ど
を

伝
え
て
き
た
。そ
の
結
果
、

実
験
を
取
り
入
れ
た
り
教

材
を
効
果
的
に
活
用
す
る

な
ど
授
業
の
質
は
改
善
さ

れ
、生
徒
た
ち
の
理
数
科
科

目
に
対
す
る
意
欲
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
。当
初
は
、一
部

の
州
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い

た
研
修
も
全
国
へ
拡
大
し
、

こ
れ
ま
で
に
約
２
万
人
の
教

員
が
指
導
員
に
よ
る
研
修

を
受
け
、約
２
５
０
万
人
の
生
徒
が

恩
恵
を
受
け
る
な
ど
大
き
な
成
果

を
上
げ
た
。09
年
か
ら
は
ケ
ニ
ア
政

府
の
意
向
を
受
け
、小
学
校
の
理
数

科
教
員
約
６
万
人
に
も
、同
様
の
研

修
を
実
施
す
る
た
め
の
新
た
な
支

援「
理
数
科
教
育
強
化
計
画
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の〝
大
き
な
変
化
〞に
、同
様
の

課
題
を
抱
え
る
他
の
サ
ハ
ラ
以
南
ア

フ
リ
カ
各
国
も
注
目
。こ
れ
に
応
え

る
形
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
積
極
的
に
支
援

を
展
開
し
、現
在
、ケ
ニ
ア
を
含
む

12
カ
国
で
小
中
学
校
の
理
数
科
教

員
に
対
す
る
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

成
功
例
を
体
感
し
て
も
ら
う
た
め

に
各
国
の
教
員
研
修
の
指
導
員
を

ケ
ニ
ア
に
招
い
た
り
、Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ

で
経
験
を
積
ん
だ
ケ
ニ
ア
人
の
指
導

員
が
専
門
家
と
し
て
派
遣
さ
れ
る

小学校で行われた模擬授業の様子を、後方から見
学する教員たち

「どうしてそうなるの？」。「理科キャラバン」の楽しい
実験ショーに喜ぶエチオピアの子どもたち。その好
奇心こそが、新たな学びへの一歩となる

こ
と
も
あ
る
。さ
ら
に
、各
国
の
経

験
の
共
有
な
ど
を
目
的
に
01
年
、域

内
理
数
科
教
育
促
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｅ―

Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ａ
」を
設

立
し
、加
盟
国
は
当
初
の
11
カ
国
か

ら
34
カ
国
へ
と
拡
大
し
て
い
る
。

　

一
方
、エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
、青
年
海

外
協
力
隊
の
理
数
科
隊
員
が
各
地

の
小
学
校
を
巡
回
し
て
実
験
シ
ョ
ー

を
開
催
す
る「
理
科
キ
ャ
ラ
バ
ン
」が

注
目
を
集
め
て
い
る
。空
気
入
れ
を

使
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ロ
ケ
ッ
ト
や

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
る
空
気
砲
な
ど
、

身
近
な
素
材
を
使
っ
て
で
き
る
生
徒

参
加
型
の
実
験
を
行
う
こ
と
で
、多

く
の
子
ど
も
た
ち
に
理
科
の
面
白

さ
を
伝
え
て
い
る
。「
教
師
も
子
ど

も
た
ち
も
楽
し
く
取
り
組
め
る
実

験
を
、今
後
も
広
げ
て
い
き
た
い
」と

隊
員
た
ち
も
意
欲
的
だ
。

ビーカーを使った実験に挑戦するケニアの中学生。自分たちが主
体的になる初めての授業に目を輝かせる

九州大学 理事・副学長

安浦 寛人 氏

学校法人立命館 副総長

モンテ・カセム 氏

在、九州大学では約80カ国1,700人の留学生を受け入れています。
これまで博士号を取得した留学生は約1,800人、帰国後は母国で研

究者になることが多く、彼らが橋渡し役となりさまざまな協力を行ってきました。
　しかし開発途上国を“支援する”立場だった日本の大学も、時代の流れとと
もに変化が求められています。例えば、私たちが大学の原点に返るきっかけに
もなったJICAの「エジプト日本科学技術大学（E-JUST）設立プロジェクト」（4
ページに関連記事）。そもそも大学の役割は、自国の文化や価値観を守りなが
ら、社会のニーズに合った新しい技術をつくり出していくことです。ですから先
端技術をただ伝えるのではなく、産学連携の仕組みなど、日本が途上国の大
学の組織づくりをサポートしていくことにも意義があるのです。日本の大学の強
みを生かすと同時に、自身が直面する課題にも取り組むことで、日本とエジプト
両国にとって“理想的な大学”を目指しています。
　大学はその語源にもあるように、“世界観”を持つ場所です。一国の色に染
めてしまっては“University”にはなり得ない。九州は日本のどこよりも東南ア
ジアに近い地域ですから、日本の玄関口にある大学として、国際化の流れを引
っ張っていかなければならない。そう感じています。

子・高齢化問題が深刻化する中で、日本の大学は存続の危機に立た
されています。一方でこの10年、東南アジアを中心に途上国では高

等教育の必要性が高まっているので、この両者のニーズをうまく組み合せれ
ば、必ず大きな成果が生まれるはずです。「大学の国際化」には、無限の可能
性を感じています。
　しかし残念ながら、日本はまだその波に乗ることができていません。大学から
外に出ていく研究者は、マイノリティーと考えられがち。実際、研究室を数カ月
間空けることが難しいのも事実です。しかし、途上国には研究テーマとなりうる
リソースが豊富にあります。これからは、どんどん外に出て行って現地の大学と
の連携を強化し、世界的な社会問題に貢献し得る研究を進めていくことが求
められているのです。
　また、日本の大学が途上国に還元できる経験もたくさんあります。私もかつ
ては留学生でしたが、日本の教育で感銘を受けたものの一つが「ゼミ」のシス
テムです。指導教官と学生が師弟関係を築き、研究を通して他のゼミ生と人
間関係を構築していく。ある意味“コミュニティー”のようなもので、社会で大切
なことを学ぶ場でもあります。そんな日本のきめ細やかな教育の仕組みを途上
国に伝え、共に成長していく時に来ているのではないでしょうか。

日本の大学̶ 国際化の意義 ̶

日本の大学は、JICAの高等教育支援に欠かせないプレーヤー。
実際に、組織として国際協力を方針に掲げ、

開発途上国の大学と共同研究などを行うケースも増えている。
日本の大学が海外に出ていく意義とは。

現

少

from
Sub-Saharan
Africa
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残
暑
厳
し
い
８
月
下
旬
、
京
都
府

宇
治
市
に
あ
る
京
都
大
学
防
災
研
究

所̶

。夏
休
み
の
真
っ
た
だ
中
、人
け

の
少
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
地
域
の
工
学
系
大
学
の
研
究
者

た
ち
が
集
っ
た
。会
場
前
の
看
板
に

は
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ『
ア
セ
ア
ン
工
学
系

高
等
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
A
U
N
/

S
E
E
D

‒

N
e
t
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』」

の
文
字
。３
日
間
に
わ
た
っ
て
、
A
U

N
/
S
E
E
D‒

N
e
t
の
地
域
会
議

が
行
わ
れ
た
。

　

A
U
N
/
S
E
E
D

‒

N
e
t
は
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
２
０
０
３
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

１
９
９
７
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
を

契
機
に
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
産
業

界
を
中
長
期
的
に
支
え
る
産
業
人
材

の
必
要
性
が
問
わ
れ
、
日
本
政
府
は

「
工
学
系
高
等
教
育
機
関
の
能
力
強

化
」
を
提
唱
。こ
れ
を
受
け
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
、
域
内
の
工
学
系
ト
ッ
プ
大
学
19

校
と
日
本
の
大
学
11
校
で
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
つ
く
り
、
若
手
教
員
の
学
位

取
得
留
学
、共
同
研
究
、分
野
別
の
地

域
会
議
、
メ
ン
バ
ー
大
学
間
の
教
員

派
遣
な
ど
を
通
じ
て
、
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

一
つ
の
大
学
を
支
援
す
る
の
で
は

な
く
、
複
数
の
大
学
の〝
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

大
学
の
能
力
強
化

近年、急速に成長を続ける東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）地域。
ＪＩＣＡが日本の大学とともに築き上げてきた“大学ネットワーク”が核となり、

ＡＳＥＡＮ地域の未来を担う人材育成が進められている。

ASEANの成長を支える人づくり

from アセアン地域
ASEAN

北海道大学
慶應義塾大学
京都大学
九州大学
政策研究大学院大学
芝浦工業大学
東海大学
東京工業大学
豊橋技術科学大学
東京大学
早稲田大学

日本

ヤンゴン工科大学
ヤンゴン大学

ミャンマー

ラオス国立大学
ラオス

チュラロンコン大学
モンクット王工科大学ラカバン校
ブラパ大学

タイ

ハノイ工科大学
ホーチミン市工科大学

ベトナム

マレーシア科学大学
マラヤ大学

マレーシア

デラサール大学
フィリピン大学

フィリピン

ブルネイ工科大学
ブルネイダルサラム大学

ブルネイ

ガジャマダ大学
バンドン工科大学

インドネシア
ナンヤン工科大学
シンガポール国立大学

シンガポール

カンボジア工科大学
カンボジア

（右）日本人教授から指導を受けるASEANの学生たち。大学間の緊密なコミュニ
ケーションが、プロジェクトの成功につながっている
（左）ジョクジャカルタ近郊、地すべりの現場を調査するガジャマダ大学の学生たち。
自らの足を使って、調査研究に励んでいる

京都大学の地域会議でプレゼンテーションをする、ガジャマダ
大学のドウィコリタ教授。過去の被災経験を基に、地震、防災
分野の研究を進めている

ク
〞
を
活
用
し
た
協
力
―
。そ
の
ア
イ

デ
ア
は
、
90
年
〜
02
年
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
行
わ
れ
た
「
高
等
教
育
開
発

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｈ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
）」に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。A
U
N
/
S
E
E

D‒

N
e
t
事
務
局
の
堤
和
男
チ
ー
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、「
Ｈ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
で
は
、

A
U
N
/
S
E
E
D‒

N
e
t
の
メ
ン

バ
ー
校
で
も
あ
る
バ
ン
ド
ン
工
科
大

学
と
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
が
ホ
ス
ト
大

学
と
な
り
、
ス
マ
ト
ラ
島
と
カ
リ
マ

ン
タ
ン
島
の
地
方
大
学
教
員
の
能
力

向
上
を
図
り
ま
し
た
。大
学
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
に
よ
り
相
乗

効
果
が
生
ま
れ
、
現
地
で
の
評
価
も

非
常
に
高
か
っ
た
。そ
こ
で
A
U
N
/

S
E
E
D‒

N
e
t
は
、
こ
の
体
制
を

一
部
踏
襲
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ん
で

す
」と
話
す
。

　

A
U
N
/
S
E
E
D‒

N
e
t
で
は
、

工
学
系
を
９
分
野
に
分
類
。各
分
野

で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
一
大
学
を
ホ

ス
ト
大
学
と
し
、
日
本
の
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
が
支
援
す
る
形
で
教
育

研
究
活
動
が
進
め
ら
れ
る
。Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
域
内
や
日
本
へ
の
留
学
を
通
じ

て
、
修
士
・
博
士
号
を
取
得
で
き
る

奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
設
置
し
た
。

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
大
学
で
は
今

日
明
日
に
必
要
な
実
践
的
な
技
術

を
、
日
本
の
大
学
で
は
将
来
の
た
め

の
先
端
技
術
を
学
ぶ
。自
分
た
ち
の

中
で
す
み
分
け
を
し
て
、
効
果
的
に

研
究
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
す
」。

　

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
の
教

育
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、
年
１

回
、
分
野
ご
と
に
地
域
会
議
を
開
い

て
い
る
。通
常
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域

の
大
学
が
主
催
者
と
な
る
が
、
今
回

は
京
都
大
学
防
災
研
究
所
の
寶
馨
教

授
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
「
京
都
大

学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
協
力
。分
野
横
断
型
で
「
防
災

工
学
」を
テ
ー
マ
と
し
、
特
別
に
日
本

で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

ホ
ス
ト
を
務
め
た
京
都
大
学
防
災

学
研
究
所
の
清
野
純
史
教
授
に
よ
る

と
、「
２
０
１
０
年
は
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
15
年
、
私
た
ち
日
本
の
研

究
者
に
と
っ
て
も
意
味
の
あ
る
年
で

す
。Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
か
ら
の
要
望
も

あ
り
、
彼
ら
に
日
本
の
現
場
を
見
て

も
ら
う
こ
と
に
し
た
」
と
い
う
。最
終

日
に
は
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

（
神
戸
市
）
と
野
島
断
層
記
念
館
（
淡

路
島
）
を
視
察
。参
加
者
た
ち
は
、
地

域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
防
災
対
策
に

つ
い
て
、
よ
り
実
践
的
な
ア
イ
デ
ア

を
得
た
よ
う
だ
。

　

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
招
か

れ
た
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
大
学
院
地
質

工
学
科
の
ド
ウ
ィ
コ
リ
タ
教
授
は
、

06
年
の
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
の
経
験

を
生
か
し
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
周

辺
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
取
り

組
む
。

　
「
私
た
ち
大
学
の
役
割
は
、
地
域
に

研
究
成
果
を
還
元
す
る
こ
と
。住
民

も
活
用
で
き
る
よ
う
な
実
用
的
な
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
目
指
し
、
被
災
地

周
辺
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
」。そ
う
話
す
彼

女
の
研
究
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
九
州

大
学
の
渡
邊
公
一
郎
教
授
。「
10
年
前

に
初
め
て
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
に
行
っ

た
時
は
、
ほ
と
ん
ど
留
学
生
が
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
現
地
に

行
く
た
び
に
国
際
化
が
進
ん
で
い
る

の
を
感
じ
ま
す
。私
の
研
究
室
の
学

生
を
連
れ
て
行
く
こ
と
も
あ
る
の
で

す
が
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
学
生
た

ち
の
熱
意
に
刺
激
を
受
け
て
い
る
よ

う
で
す
」と
、
そ
の
変
化
に
喜
び
を
見

せ
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
て

７
年
―
。フ
ェ
ー
ズ
２
が
終
了
す
る

２
０
１
３
年
に
は
A
U
N
/
S
E
E

D‒

N
e
t
を
通
じ
て
、
修
士
・
博
士

号
を
取
得
す
る
若
手
教
員
の
数
は
９

０
０
人
以
上
に
上
る
と
み

ら
れ
る
。こ
の
数
字
は
、
域

内
の
メ
ン
バ
ー
大
学
の
教

員
の
約
２
割
が
、
A
U

N
/
S
E
E
D

‒

N
e
t
の

卒
業
生
と
い
う
計
算
に
な

る
。「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の

学
生
た
ち
は
、〝
国
に
貢
献

し
た
い
〞
と
い
う
意
識
が

強
い
。目
の
輝
き
が
違
い

ま
す
」
と
堤
さ
ん
。し
か

し
、「
現
状
で
は
研
究
設
備

も
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
お

淡路島の野島断層記念館を視察するＡＳＥＡＮ地域の研究者たち。九州大学の渡邊教授（中央）から15年前に生成された地震断層について説明を受けた

AUN／SEED-Net (ASEAN University Network／Southeast 
Asia Engineering Education Development Network)　 

り
、
自
身
の
能
力
を
十
分
発
揮
で
き

る
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
。こ
れ
か

ら
は
、
彼
ら
の
経
験
や
技
術
を
さ
ら

に
向
上
さ
せ
十
分
に
生
か
す
こ
と
の

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
と
な

っ
て
く
る
」と
、
継
続
的
な
支
援
の
必

要
性
を
訴
え
る
。

　
「
A
U
N
/
S
E
E
D‒

N
e
t
の
メ

ン
バ
ー
は
、
私
に
と
っ
て
家
族
の
よ

う
な
も
の
で
す
」
と
力
強
く
語
る
ド

ウ
ィ
コ
リ
タ
教
授
。「
こ
れ
か
ら
も
共

に
試
行
錯
誤
し
、
刺
激
し
合
い
な
が

ら
研
究
成
果
を
高
め
て
い
き
た
い
」。

　

A
U
N
/
S
E
E
D‒

N
e
t
を
通

じ
て
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
成
長
を
支

え
る
人
材
は
確
実
に
育
っ
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で
広
が
る

大
学
の
国
際
化

た
か
ら
か
お
る

f rom

ASEAN
アセアン地域
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（上）電子工学の講義で日本人教員から電子回路について説明を受けるHELPの学生。大学レベルの専門科目の
授業も基本的に日本語で行われる。午前8時に始まる講義が、午後6時までかかることも
（下）1年目には日本語教室が集中的に行われる（撮影：菅原アラセ）

　
「
こ
れ
は
よ
く
使
う
ベ
ク
ト
ル
解

析
の
手
法
な
の
で
、
し
っ
か
り
覚
え

て
お
い
て
く
だ
さ
い
」

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
か
ら
南
西
へ
車
で
約
１
時

間
。セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
の
州
都
シ
ャ

「
知
識
集
約
型
経
済
」

を
目
指
し
て

from マレーシア
MALAYSIA

f rom

MALAYSIA
マレーシア

ー
ア
ラ
ム
郊
外
に
、
州
立
工
科
大
学

の
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
が
見
え
て
き

た
。校
舎
の
一
室
で
は
、数
学
の
講
義

を
受
け
る
学
生
た
ち
が
、
教
授
の
一

言
一
句
も
聞
き
逃
す
ま
い
と
真
剣
な

表
情
で
ノ
ー
ト
に
ペ
ン
を
走
ら
せ

る
。ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
か
れ
る

文
字
も
含
め
、
す
べ
て
日
本
語
で
行

わ
れ
る
授
業
。教
壇
に
は
、日
本
の
大

学
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
日
本
人
教

授
が
立
つ
。

　

こ
こ
は
、
理
工
系
マ
レ
ー
シ
ア
人

学
生
の
日
本
留
学
を
支
援
す
る
円
借

款「
高
等
教
育
基
金
借
款
事
業
Ⅲ（
Ｈ

Ｅ
Ｌ
Ｐ
Ⅲ
）」
の
ま
さ
に
最
前
線
。約

２
０
０
０
人
の
志
望
者
か
ら
、
全
国

統
一
試
験
や
面
接
を
経
て
選
ば
れ

た
、80
〜
90
人
の
精
鋭
た
ち
が
学
ぶ
。

　

Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
Ⅲ
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
で

３
年
、日
本
で
２
年
、合
わ
せ
て
５
年

間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
る
。

最
初
の
３
年
で
段
階
的
に
、①
日
本

語
、②
日
本
の
高
校
３
年
生
レ
ベ
ル

の
数
学
、
化
学
、
物
理
、③
日
本
の
大

学
の
１
〜
２
年
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
相
当
す
る
専
門
科
目
を
学
ぶ
。そ

の
後
、
晴
れ
て
日
本
の
大
学
の
３
年

生
に
編
入
し
、
電
気
工
学
や
機
械
工

学
を
専
攻
。２
年
間
の
留
学
で
日
本

の
大
学
の
学
位
が
取
得
で
き
る
ほ

か
、
そ
の
間
の
学
費
や
生
活
費
も
支

給
さ
れ
る
。学
生
の
受
け
入
れ
に
協

力
し
て
き
た
大
学
は
、
国
立
・
私
立

合
わ
せ
て
56
大
学
に
上
る
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
は
、「
２
０
２
０
年
ま

で
の
先
進
国
入
り
」を
目
指
し
、高
度

な
技
術
・
産
業
に
支
え
ら
れ
た
「
知

識
集
約
型
経
済
」
へ
の
移
行
に
力
を

入
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
に
は
、工
学

分
野
で
活
躍
で
き
る
産
業
人
材
の
育

成
が
不
可
欠
だ
。そ
こ
で
マ
レ
ー
シ

ア
が
注
目
し
た
の
が
、
高
い
科
学
技

術
力
を
持
つ
日
本
だ
っ
た
。１
９
８

０
年
代
以
降
、「
ル
ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト

政
策
」※
の
下
で
推
進
し
て
き
た
理

工
系
学
生
の
日
本
留
学
。Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ

は
そ
の
支
援
策
と
し
て
92
年
に
始
ま

り
、現
在
3
期
目
を
迎
え
て
い
る
。

　
「
日
本
の
技
術
力
の
秘
密
を
知
り

た
い
」「
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
日
系
企

業
で
働
き
た
い
」―
。さ
ま
ざ
ま
な
希

望
を
胸
に
、海
を
越
え
、日
本
に
や
っ

て
き
た
学
生
た
ち
。「
来
日
当
初
は
講

義
に
つ
い
て
い
く
の
が
や
っ
と
で
し

た
」
と
話
す
東
京
理
科
大
学
工
学
部

２
年
生
の
ヌ
ー
ル
・
ア
シ
ラ
・
ビ
ン

テ
ィ
・
モ
ズ
リ
さ
ん
も
、「
今
は
日
本

語
に
も
慣
れ
、
恵
ま
れ
た
研
究
設
備

や
教
授
の
丁
寧
な
指
導
の
お
か
げ

で
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
」と
話
す
。材
料
工
学
を
専
攻

し
て
い
る
彼
女
は
現
在
、
環
境
負
荷

の
少
な
い
「
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
の
研
究
に
打
ち
込
む
。「
将
来
は

母
国
で
研
究
者
と
し
て
、
環
境
素
材

の
研
究
開
発
に
携
わ
り
た
い
」
と
夢

を
抱
く
。

　

ま
た
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
理

工
学
研
究
科
で
無
線
通
信
技
術
を
学

ぶ
ア
ブ
ル
・
ハ
サ
ン
・
ジ
ョ
ハ
リ
さ

ん
は
、「
日
本
人
の
勤
勉
性
は
、
私
た

ち
の
国
に
こ
れ
か
ら
最
も
必
要
と
さ

れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。日
本
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
将
来
は
半

導
体
関
連
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
し
て

マ
レ
ー
シ
ア
の
発
展
に
貢
献
し
た

い
」と
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
話
す
。

２
年
半
前
に
来
日
し
た
彼
は
、
同
大

学
の
学
士
課
程
で
電
子
回
路
の
デ
ザ

イ
ン
を
学
ん
だ
後
、Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
の
大

学
院
枠
に
志
望
。「
よ
り
高
度
な
専
門

知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
た
い
」
と

い
う
思
い
で
、
さ
ら
に
意
欲
的
に
研

究
に
励
ん
で
い
る
。

　

Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
が
始
ま
っ
て
今
年
で
18

年
。09
年
度
ま
で
に
日
本
に
留
学
し

た
学
生
は
８
６
１
人
に
上
る
。卒
業

生
の
多
く
は
、
製
造
業
、
電
気
通
信
、

Ｉ
Ｔ
産
業
な
ど
地
元
の
民
間
企
業
に

就
職
し
、
主
に
研
究
者
や
エ
ン
ジ
ニ

日
本
の
技
術
力
を
財
産
に

国
の
発
展
を

高度な技術・産業に支えられた「知識集約型経済」への移行を目指すマレーシア。
その上で欠かせない工学系高等教育を推進するため、

マレーシアはJICAの協力の下、理工系学生の日本留学を支援している。

日本で育つ
研究者・エンジニアの卵たち

※日本や韓国の経済発展の経験を手本とする政策。1981年に、マハティール首相（当時）が提唱した。

学生が留学先の大学を検討できるように、マレーシアでは日本の大学関
係者による留学説明会も開かれている

マレーシア

ア
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。「
日
本
語

が
堪
能
な
だ
け
で
な
く
、
仕
事
に
対

す
る
責
任
感
が
あ
り
、
期
待
通
り
の

働
き
を
し
て
く
れ
る
。即
戦
力
と
し

て
貴
重
な
人
材
で
す
」と
、卒
業
生
の

就
職
先
の
一
つ
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
・
マ
レ
ー
シ
ア
株
式
会

社
・
取
締
役
の
岩
城
宏
之
さ
ん
も
、

そ
の
働
き
ぶ
り
を
評
価
す
る
。

　

科
学
技
術
力
の
高
い
日
本
で
培
か

っ
た
専
門
知
識
・
技
術
。今
後
も
そ

の
貴
重
な
財
産
と
と
も
に
、
多
く
の

研
究
者
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
卵
た
ち
が

大
空
に
羽
ば
た
き
、
母
国
の
成
長
を

力
強
く
け
ん
引
し
て
い
く
に
違
い
な

い
。２
０
２
０
年
の
目
標
達
成
に
向

け
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
さ
ら
な
る
躍
進

に
、今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

科学技術    高等教育
特集

育て！未来のエンジニア

クアラルンプール

「日本では充実した学生生活を送っている」と話す
ヌールさん（上）と、学会で研究発表を行うアブルさん。
母国の発展に貢献することはもちろん、日本との末
永い“懸け橋”としての役割も果たしていく
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「知」と「人」を 育てる日本人

年の紛争のつめ跡が色濃く残る東ティモールでは、国
の復興と発展のカギを握るはずの高等教育が大きく遅

れています。私は2003年から、唯一の国立高等技術教育機
関、東ティモール大学工学部に対するJICAの支援に、プロジ
ェクトリーダーや短期専門家としてかかわってきました。当時は
教員の3人に1人が、中等教育レベルの数学や物理すら身に
付いていないような状況で、とても驚いたのを覚えています。
　紛争後が終わり、この国には国際機関や各国の支援が多く
入ったため、「誰かが助けてくれる」という考え方が国全体に広
がっています。大学の現場でも、教員たちに「国を担う人材を育

てるのは自分たちだ」という意識はほとんど見られませんでした。
そこで10年近い年月をかけて行ってきたのは、指導力の向上
やカリキュラムの整備といった実務的なことに加え、教員の研
究意欲を高めたり、学部運営に積極的に関与するよう促す「意
識改革」です。最近は能力のある若手の教員や学生も増え、
少しずつ新しい国づくりの芽が出てきているのを感じます。いつ
の日か、彼らが日本の大学と共同研究するくらいまでに成長し、
国の発展に貢献していってほしいと願っています。

東ティモール大学工学部の教員に、基礎的な実験の指導を行う風間客員教授

新
し
い
国
づ
く
り
の
た
め
に

埼玉大学 地圏科学研究センター 客員教授　
風間 秀彦 氏業次第で、子どもたちの姿勢はこんなに変わるものなん

だ」。JICAの支援を受けて初等理数科教育の強化に
取り組むケニアで、ある教員が感激しながら話してくれました。教
科書の内容を一方的に伝える従来の方法に代わり、子どもたち
が主体となる新しい授業を実践したときのことでした。子どもた
ちの変化や成長を実感したこの出来事をきっかけに、教員たち
は「より良い授業を」と指導力の向上に励むようになりました。
　私たちが伝える日本式の理数科教育は、高度経済成長を支

えた優れた人材の育成に大きく貢献してきました。私は以前、日
本の小中学校で教員をしていましたが、そこで培ったノウハウ
は、現在の活動にとても役立っています。ケニアは2030年ま
でに科学技術立国の実現を目指しています。また、サハラ以南
アフリカの各国は、紛争や貧困から立ち直り発展への第一歩
を踏み出すため、理数科教育に力を入れています。そうした
国々の未来に向けた取り組みに貢献できるということは、私の
大きなやりがいです。理数科教育は、科学的で客観的なものの
見方や考え方、判断力、創造力などを養う大切なもの。それはま
さに、未来の国づくりへとつながっているんです。

ケニア理数科教育強化計画プロジェクト（SMASE）で、手作りの理科教
材作成に挑戦する教員たちにアドバイスを送る

よ
り
良
い
理
数
科
教
育
を
ア
フ
リ
カ
に

JICA専門家（理科教育）　 
内山 葉月 氏

ンドネシアやベトナムの工科大学で、研究開発の促進、
高等教育機関の教員育成などを行うJICAの支援に、

主にプロジェクトリーダーとして携わっています。
　その中で気付いたのは、こうした国々では教員や学生の意
欲、能力が非常に高く、日本の大学が見習うべき点が多くある
こと。研究環境が十分でないにもかかわらず、学生たちは目を
輝かせて研究に打ち込み、教員たちもその気持ちに応えよう
と、全力で指導に当たっています。その真摯な姿勢には、素直
に頭が下がる思いです。
　私がJICAの支援に参加する日本の大学の先生方にいつも

お願いしているのは、「先生と弟子」といった関係ではなく、「パ
ートナー」として、現地の高等教育機関の関係者たちと向き合
ってほしいということ。その結果、協力期間が終わっても、研究
者同士、教育者同士の結び付きやネットワークが生まれ、さらな
る共同研究や研究協力につながることもあります。私が「参加
して良かった」と実感するのは、まさにそんなときです。そうした
成果の積み重ねこそが、次代を担う人材を生み出すための土
壌となっていくのだと思います。

インドネシアの学生たちに囲まれる宇佐川教授

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
向
か
い
合
う

熊本大学大学院 自然科学研究科教授　 
宇佐川 毅 氏れまで、タイのモンクット王工科大学ラカバン校・通信情

報技術研究センターでの研究指導や、ラオス国立大学
でのIT技術者の育成などに携わってきました。
　そこで痛感したのは、高等教育を根付かせていくためには、
自国の有望な若者を育てる優れた教育者の養成こそが、最も
重要だということ。ただ日本の教員が現地へ赴き、学生に教え
るだけでは意味がない。現地の教員の手で、各分野の発展をリ
ードしていく人材を末永く輩出できるようになるのが、私たちの

支援の大きな目的の一つだと考えています。
　初めは成り行きでかかわることになった途上国での活動です
が、今ではライフワークの一つとも言えるほど、やりがいを感じて
います。私が現地で指導する教員や学生たちの集中力はとて
も高く、その吸収の早さにはいつも驚かされます。日本での指導
や研究との両立は大変ですが、大きな可能性を持つ国々で、
彼らと一緒に何かに取り組めるというのは、私自身にとって大き
な財産となっています。単なる協働や異文化交流の枠を超え
た、人間同士の濃い付き合いの中で築いてきた彼らとの信頼
関係や友情は、これから先も変わらないでしょう。

モンクット王工科大学ラカバン校・通信情報技術研究センターで、学生の
研究を指導する濱本教授

築
い
た
信
頼
関
係
は
大
切
な
財
産

高等教育支援の最前線で活躍する、日本の研究者や専門家たち。　　　その国の未来への期待を一身に背負いながら、奮闘を続けている。

科学技術    高等教育
特集

育て！未来のエンジニア

しん   し

イ

長

東海大学 情報通信学部 
情報メディア学科教授　 
濱本 和彦 氏こ

「授
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カ
タ
カ
タ
カ
タ
…
。

　

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
、ロ
ボ
ッ
ト
を
操
る

学
生
た
ち
。小
さ
な
ブ
ロ
ッ
ク
を
運
び
な
が

ら
動
く
３
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
、１
０
０
０
人

の
聴
衆
が
か
た
ず
を
の
ん
で
見
守
る
。

　

ガ
ラ
ガ
ラ
ッ
。

　

一
つ
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
ブ
ロ
ッ
ク
を
落
と
す

と
、
わ
ぁ
っ
と
歓
声
が
起
こ
る
。ロ
ボ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
勝
敗
が
決
ま
っ
た
瞬
間
だ
。

　

こ
れ
は
、ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
で
行

わ
れ
た
「
第
２
回
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
一
幕
。２
０
０
８
年
か
ら
、
ケ
ニ
ア
国
内

の
工
学
系
高
等
教
育
機
関
の
若
手
人
材
を

育
成
す
る
目
的
で
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
。主

催
は
ケ
ニ
ア
科
学
技
術
省
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ケ
ニ

ア
事
務
所
が
そ
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
。

　

も
と
も
と
、
牧
野
修
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
専
門
員
の
発
案
に
よ
り
始
ま
っ
た
こ
の

コ
ン
テ
ス
ト
。ケ
ニ
ア
で
科
学
技
術
振
興
を

図
る
に
は「
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
を
通
じ
た
人
材

育
成
」
が
有
効
だ
と
考
え
た
牧
野
専
門
員

は
、現
地
関
係
者
ら
に
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
開
催
を
提
案
。ま
ず
は
現
場
を
見
て
も

ら
お
う
と
、
ケ
ニ
ア
科
学
技
術
省
、
工
学
系

高
等
教
育
機
関
の
関
係
者
ら
を
率
い
て
、

07
年
に
ベ
ト
ナ
ム
で
行
わ
れ
た「
第
６
回
Ａ

Ｂ
Ｕ
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」※
を
視
察
し
た
。

　

当
初
は
、牧
野
専
門
員
の
提
案
に
も
消
極

的
だ
っ
た
関
係
者
一
同
。し
か
し
、
世
界
的

に
有
名
な
Ａ
Ｂ
Ｕ
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
ロ
ボ

ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
会
場
で
、同
じ
ア
フ
リ

カ
勢
で
あ
る
エ
ジ
プ
ト
や
ア
ジ
ア
諸
国
の

活
躍
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。「
自
分
た
ち

の
国
で
も
や
り
た
い
」。そ
の
熱
意
を
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
後
押
し
し
、翌
年
に
は
第
１
回
目
の

開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

と
は
い
え
、ほ
と
ん
ど
が
ロ
ボ
ッ
ト
製
作

の
経
験
の
な
い
素
人
。実
際
に
、
本
番
で
ま

っ
た
く
動
か
な
い
作
品
も
あ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
そ
の
経
験
が
現
地
の
教
員
と
学
生

を
奮
起
さ
せ
、
彼
ら
は
懸
命
に
技
術
を
磨

く
。そ
う
し
た
中
、
09
年
に
彼
ら
の
取
り
組

み
を
陰
で
支
え
て
き
た
牧
野
専
門
員
が
急

逝
。「
牧
野
さ
ん
の
遺
志
を
継
い
で
、絶
対
に

成
功
さ
せ
た
い
」。現
地
関
係
者
の
団
結
力

は
、よ
り
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
今
年
１
月
、つ
い
に
第
２
回
目
の

開
催
が
実
現
。優
勝
し
た
の
は
、
ケ
ニ
ア
教

員
養
成
カ
レ
ッ
ジ
の
ロ
ボ
ッ
ト
だ
。「
ほ
か

の
ロ
ボ
ッ
ト
が
１
個
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
取
っ

て
陣
地
に
帰
る
の
が
や
っ
と
な
状
況
で
、

１
個
つ
か
み
、ボ
デ
ィ
の
上
に
置
き
、も
う

１
個
つ
か
ん
で
…
と
、
最
後
に
は
3
つ
の

ブ
ロ
ッ
ク
を
乗
せ
る
こ
と
に
成
功
し
、
そ

の
能
力
は
抜
群
で
し
た
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ケ

ニ
ア
事
務
所
の
川
村
康
予
さ
ん
。「
ど
の
学

校
も
、
改
良
を
重
ね
れ
ば
来
年
は
も
っ
と

良
い
ロ
ボ
ッ
ト
が
で
き
る
は
ず
。ケ
ニ
ア

が
自
立
的
に
大
会
を
運
営
で
き
る
ま
で
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
き
ま

す
」。今
回
の
大
会
に
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
ナ

カ
ワ
職
業
訓
練
校
、
ル
ワ
ン
ダ
の
ト
ゥ
ン

バ
高
等
技
術
学
校
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
参
加
。将
来
的
に
は
、
東
ア
フ
リ
カ
大
会

の
開
催
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
つ
な
ぐ
国
。

こ
こ
ト
ル
コ
で
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
が
活
気
を
見
せ
て
い
る
。

　

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
01
年
か
ら
支
援
し
て
い
る
、
自
動
制
御

技
術
分
野
の
産
業
人
材
育
成
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

専
門
家
の
提
案
に
よ
り
、
す
で
に
県
単
位

で
は
実
施
さ
れ
て
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
を
、
07
年
か
ら
全
国
に
展
開
。ト
ル
コ

国
民
教
育
省
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ト
ル
コ
事
務
所

が
主
催
者
と
な
り
、
ホ
ン
ダ
ト
ル
コ
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
運
営
・

開
催
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
今
年
５
月
に
は
、首
都
ア
ン
カ
ラ

で
「
第
４
回
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開

催
。参
加
チ
ー
ム
は
７
０
０
を
超
え
、
２
０

０
０
人
も
の
聴
衆
が
見
守
る
中
で
競
技
が

行
わ
れ
た
。さ
ら
に
、２
０
１
０
年
が「
ト
ル

コ
に
お
け
る
日
本
年
」で
あ
る
こ
と
を
記
念

し
、「
全
国
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
大
会
」な
ど
の
優

勝
チ
ー
ム
・
三
豊
工
業
高
等
学
校
、「
高
専

ロ
ボ
コ
ン
２
０
０
９
」の
優
勝
校
・
香
川
高

等
専
門
学
校
、同
じ
く
大
賞
を
受
け
た
広
島

商
船
高
等
専
門
学
校
の
学
生
も
招
待
。競
技

の
合
間
に
は
、彼
ら
の
製
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト

を
興
味
深
そ
う
に
の
ぞ
き
込
む
現
地
の
学

生
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ト
ル
コ
事
務
所
の
西
井
洋
介

さ
ん
は
、「
一
番
会
場
が
白
熱
し
た
の
は
、日

本
チ
ー
ム
と
ト
ル
コ
の
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
対

決
で
す
。競
技
が
始
ま
る
と
同
時
に
大
歓
声

が
沸
き
起
こ
り
、
終
了
後
に
は
、
会
場
か
ら

両
チ
ー
ム
に
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。日
本
、
ト
ル
コ
の
学
生
が
お
互
い

の
技
術
力
を
た
た
え
合
う
場
面
に
は
、大
会

の
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た『
日
本
と
ト
ル
コ
の

懸
け
橋
』の
成
果
を
実
感
し
ま
し
た
」と
、当

日
の
様
子
を
話
す
。ま
た
、
ホ
ン
ダ
ト
ル
コ

の「
ア
シ
モ
」、富
士
ソ
フ
ト
の「
パ
ル
ロ
」な

ど
、日
本
企
業
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、ト
ル
コ
人
の
学
生

た
ち
も
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
よ
う
だ
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
製
作
と
い
う
〝
も
の
づ
く
り
〞

を
通
じ
て
、確
実
に
技
術
力
を
高
め
て
い
る

学
生
た
ち
。す
で
に
各
地
で
、
新
た
な
先
端

技
術
の
種
が
芽
を
出
し
つ
つ
あ
る
。

も
の
づ
く
り
を
通
じ
て

ア
フ
リ
カ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
て
る

海
を
越
え
て
生
ま
れ
た

日
本
と
ト
ル
コ
の
学
生
の
き
ず
な

真剣な表情でロボットを操るトルコ人学生。年ごとに向
上する能力の高さに、日本人関係者たちも驚いていた

※ABU（アジア太平洋放送連合）に加盟するアジア・太平洋の国と地域から選抜された、大学・工科大学の学生たち
が出場する世界規模のロボットコンテスト。JICAがかつて支援したアジア諸国の高等専門学校なども数多く活躍して
いる。2010年は9月にエジプトで開催。

近
年
、工
学
系
高
等
教
育
機
関
の
人
材
育
成
の
ツ
ー
ル
と
し
て

世
界
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る「
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
に
よ
り
、開
発
途
上
国
の
学
生
た
ち
に
も

も
の
づ
く
り
の
魅
力
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

トルコ

ケニア

ロボット相撲で向かい合う日本とトルコの
学生。国を越えたロボット対決に、会場の
盛り上がりは最高潮に達した

対戦後、肩を抱き合って健闘をたたえ合
うトルコと日本の学生。ロボット製作を通
じて、両国の友好関係が生まれた

プログラミングの
精度の高さが評
価され「牧野賞」
を受賞したケニア
の学生たち。ケニ
アのロボコン開催
に尽力した牧野専
門員に黙とうもささ
げられた

3つ目のブロック積載に挑戦するケニア教員
養成カレッジのロボット

ケニアのロボットコンテストで、自身が製作し
たロボットのスタートを見守る

ケ
ニ
ア
と
ト
ル
コ

ロ
ボ
コ
ン
で
優
勝
を
目
指
そ
う
！

科学技術    高等教育
特集

育て！未来のエンジニア
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「
こ
ん
な
田
舎
で
も
、
実
は
世
界
と
ふ
か

ー
く
つ
な
が
っ
ち
ゅ
う
が
で
す
」

　

高
知
県
西
部
、〝
日
本
最
後
の
清
流
〞
四

万
十
川
の
程
近
く
。
青
く
澄
ん
だ
空
を
見
上

げ
な
が
ら
、四
万
十
町
立
七
里
小
学
校
校
長

の
坂
山
英
治
さ
ん
は
言
う
。「
こ
の
辺
の
コ

ン
ビ
ニ
の
弁
当
も
、
食
材
の
多
く
は
海
外
か

ら
の
輸
入
品
で
す
。
一
度
、
生
産
国
を
全
部

調
べ
て
高
知
ま
で
の
道
の
り
を
合
わ
せ
た

ら
、
約
10
万
キ
ロ
あ
っ
た
。
つ
ま
り
地
球
を

２
周
半
も
旅
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
。
こ
れ

を
授
業
で
子
ど
も
た
ち
に
計
算
さ
せ
た
ら
、

み
ん
な
目
を
丸
く
し
て
驚
く
が
で
す
よ

（
笑
）」。
ふ
る
さ
と
の
高
知
で
教
師
に
な
っ

て
22
年
。
四
国
で
は
、
途
上
国
の
人
々
の
暮

ら
し
や
文
化
を
知
り
、
日
本
と
の
つ
な
が
り

を
考
え
る
「
国
際
理
解
教
育
・
開
発
教
育
」

の
草
分
け
的
存
在
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

漁
師
の
家
に
生
ま
れ
育
ち
、
い
つ
か
は
自

分
も
海
の
男
に
な
る
つ
も
り
だ
っ
た
坂
山
さ

ん
。
だ
が
商
船
高
等
専
門
学
校
時
代
、
実
習

船
で
太
平
洋
を
回
り
ト
ン
ガ
を
訪
れ
た
際
、

貧
し
く
モ
ノ
が
な
く
て
も
ゆ
っ
た
り
と
暮
ら

す
人
々
の
生
き
方
に
触
れ
、「
も
っ
と
世
界

を
見
ん
と
い
か
ん
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
２
年
間
の
会
社
勤
務
の
後
、
青

年
海
外
協
力
隊
の
船
舶
機
関
隊
員
と
し
て
大

洋
州
・
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
。
首
都
か

ら
８
０
０
キ
ロ
も
離
れ
た
小
島
で
、
エ
ン
ジ

ン
付
き
小
型
船
舶
の
使
い
方
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
方
法
を
人
々
に
教
え
て
き
た
。
そ
こ
で

は
、
頼
ん
だ
作
業
が
ま
っ
た
く
進
ん
で
い
な

か
っ
た
り
す
る
な
ど
、
仕
事
の
リ
ズ
ム
の
違

い
で
意
見
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
も
少
な
く

な
か
っ
た
。「
で
も
だ
か
ら
こ
そ
、
お
互
い

の
違
い
を
尊
重
す
る
異
文
化
理
解
の
大
切
さ

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
当
時
を

振
り
返
る
。

　

帰
国
後
、「
協
力
隊
の
経
験
を
子
ど
も
た

ち
の
教
育
に
生
か
し
た
い
」
と
教
師
の
道
へ
。

以
来
、
担
任
と
し
て
の
業
務
や
授
業
に
追
わ

れ
る
中
で
も
、
協
力
隊
時
代
の
話
を
し
た
り
、

当
時
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
国
際
理
解
教
育
を

実
践
し
た
り
し
て
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
言
語

の
あ
い
さ
つ
を
吹
き
込
ん
だ
テ
ー
プ
な
ど
、

手
作
り
教
材
も
多
数
作
成
。
ユ
ニ
ー
ク
な
取

り
組
み
に
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
だ
っ
た
。

「『
変
わ
っ
た
先
生
や
な
ぁ
』
と
言
い
な
が
ら

も
、『
次
は
何
や
る
が
？
』
と
、
皆
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
ね
」。

　

教
頭
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
四
万
十
町
立

窪
川
小
学
校
時
代
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
坂
山
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
に
紹
介
し
た
グ

ア
テ
マ
ラ
が
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
被
災
す
る
。

そ
こ
で
、
全
校
を
挙
げ
て
の
募
金
や
、
バ
ザ

ー
で
の
グ
ア
テ
マ
ラ
製
手
工
芸
品
の
売
り
上

げ
な
ど
で
集
め
た
支
援
金
を
送
る
こ
と
に
。

後
日
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
で
山
崩
れ
の
被
害
を
受

け
た
地
域
の
小
学
校
か
ら
、
う
れ
し
い
知
ら

せ
が
届
い
た
。
支
援
金
で
苗
木
を
買
っ
て
山

の
修
復
の
た
め
に
植
樹
し
、
そ
こ
に
窪
川
小

の
名
が
入
っ
た
感
謝
の
記
念
プ
レ
ー
ト
を
立

て
た
の
だ
と
い
う
。
海
を
越
え
、
自
分
た
ち

の
思
い
が
伝
わ
っ
た
驚
き
と
喜
び
に
沸
き
立

つ
窪
川
小
の
全
校
児
童
。「
そ
の
と
き
の
笑

顔
は
、
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
話
す
。

　

一
方
、
国
際
理
解
教
育
の
輪
を
さ
ら
に
広

げ
よ
う
と
、
坂
山
さ
ん
は
校
外
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、

教
師
に
よ
る
自
主
勉
強
サ
ー
ク
ル
「
国
際
理

解
の
風
を
創
る
会
」
の
設
立
。
２
カ
月
に
一

度
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
新
た
な
授
業
の
手

法
を
研
究
し
た
り
各
自
の
経
験
を
共
有
し
た

り
し
な
が
ら
、
国
際
理
解
教
育
の
ス
キ
ル
の

向
上
に
努
め
て
い
る
。
１
９
９
５
年
、
３
人

で
ス
タ
ー
ト
し
た
会
は
、
今
で
は
10
人
程
が

集
ま
る
ま
で
に
。

　

ま
た
、
小
中
高
生
向
け
の
県
内
の
国
際
イ

ベ
ン
ト
や
、
四
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク※

と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国
が
共
催
す
る
四
国
４
大
学

「
国
際
協
力
論
」
講
座
で
も
、
講
師
と
し
て

活
躍
。
最
近
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
教
師
海
外
研
修

の
参
加
者
に
対
す
る
事
後
研
修
で
も
、
途
上

国
で
の
経
験
を
い
か
に
教
室
で
活
用
し
て
い

け
ば
よ
い
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
っ
て
い
る
。

　
「
中
に
は
『
他
の
国
の
こ
と
を
教
え
る
暇

が
あ
る
ん
や
っ
た
ら
、
受
験
に
役
立
つ
授
業

を
す
べ
き
』
と
考
え
る
教
師
や
親
も
お
る
か

も
し
れ
ん
。
で
も
、
僕
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
、

ど
こ
に
お
っ
た
と
し
て
も
世
界
の
た
め
に
考

え
を
め
ぐ
ら
せ
、
行
動
で
き
る
人
間
が
絶
対

に
必
要
や
と
思
う
ん
で
す
」

　

多
く
の
人
々
に
と
っ
て
、
ま
だ
「
藩
」
が

一
国
に
も
等
し
か
っ
た
幕
末
の
時
代
、
土
佐

郷
士
・
坂
本
龍
馬
は
藩
を
飛
び
出
し
、「
日

本
人
」
と
し
て
の
生
き
様
を
模
索
し
続
け
た
。

そ
れ
か
ら
約
１
５
０
年
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
と
も
に
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
わ
り
、今
、私
た
ち
は
ま
さ
に
「
地

球
市
民
」
と
し
て
の
視
点
が
不
可
欠
な
時
代

に
生
き
て
い
る
。

　
「
こ
う
し
た
活
動
に
情
熱
を
傾
け
て
い
る

の
は
、
や
っ
ぱ
り
自
分
の
ふ
る
さ
と
が
好
き

や
か
ら
。
こ
こ
に
い
な
が
ら
に
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
世
界
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
っ
て

や
り
た
い
。
高
知
発 

〝
地
球
市
民
〞
を
育

て
た
い
」

　

土
佐
っ
子
た
ち
を
見
つ
め
る
坂
山
さ
ん
の

ま
な
ざ
し
は
、
ど
こ
ま
で
も
温
か
く
、
そ
し

て
優
し
い
。

世
界
の
た
め
に
考
え

行
動
で
き
る
人
間
を

「高知から“地球市民”を育てるために」

協
力
隊
の
経
験
を

子
ど
も
た
ち
に

高知県四万十町立七里小学校校長
Sakayama Eiji

坂山 英治さん
グアテマラの小学生たちに手紙を書く窪川小学校の児
童。ハリケーン被害の支援金がきっかけで、交流が生まれ
た。坂山さん（左）にとっての忘れられない思い出の一つ　
（写真提供：高知新聞社）

パプアニューギニア・ブーゲンビル島で活動した協力隊時代
の坂山さん。この時の経験が、後に国際理解教育に力を注
ぐ原点となった

高知大学で「国
際協力論」の講
義を受け持つ坂
山さん。生きた国
際協力を学べる
と、好評だ

※
四
国
4
県
を
拠
点
に
国
際
協
力
分
野
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
、N
G
O
な
ど
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

世界を知り、自分たちとのつながりについて考える「国際理解教育・開発教育」。
元青年海外協力隊員で、現在は高知県四万十町立七里小学校校長の坂山英治さんは、
学校という教育現場で、その実践に長年情熱を傾けてきた。
原動力となっているのは、世界を考えられる高知発の人材を育てたいという、
一人の教育者としての思いだ。 ゲンバの風

第 19 回

さかやま・えいじ
1958年高知県出身。商船高等専門学校を卒業後、建設機械販売会社での勤
務を経て、79年より青年海外協力隊・船舶機関隊員としてパプアニューギニアで
活動。その後、教員免許を取得し、88年より高知県で小学校教師として勤務。中
土佐町立久礼小学校教頭、四万十町立窪川小学校教頭、高知県教育委員会な
どを経て、2009年4月より現職。「国際理解の風を創る会」会長、NPO法人開発
教育協会四国地域連絡担当、四国NGOネットワーク運営委員。

教師海外研修の参加者に、その経
験を生かした国際理解教育の実践
についてアドバイスを送る坂山さ
ん。子どもたちの興味や関心をひき
やすい、クイズやパズルを組み合わ
せた教材を活用することも多い高知県
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「
お
腹
が
痛
い
！ 

こ
こ
に
病
院
は
な
い

の
？
」

　
「
川
に
水
く
み
に
行
か
な
き
ゃ
」

　
「
今
か
ら
お
祈
り
の
時
間
だ
よ
」

　

夏
休
み
も
終
盤
を
迎
え
た
８
月
下
旬
―
。

ア
フ
リ
カ
の
民
族
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
大

人
た
ち
が
、
何
や
ら
、
真
剣
な
表
情
で
話
を

し
て
い
る
。
室
内
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
し

た
た
り
落
ち
て
く
る
汗
。
ま
る
で
、
灼
熱
の

大
地
に
立
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
暑
さ
だ
。

し
か
し
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
こ
こ
は
日
本
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
九
州
国
際
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
県
北
九
州

市
）
の
一
室
で
あ
る
。

　

彼
ら
の
姿
を
前
に
、
少
し
困
惑
し
た
表
情

を
見
せ
る
の
は
地
元
の
高
校
生
た
ち
。
西
ア

フ
リ
カ
の
名
産
、
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
ジ
ュ
ー

ス
を
飲
み
な
が
ら
、
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
や
り
取
り
に
く
ぎ
付
け
に
な
っ
て
い
る
。

「
学
校
に
行
け
な
い
子
も
い
る
な
ん
て
…
」。

ピ
ン
と
空
気
が
張
り
詰
め
る
。

　
「
さ
あ
、
今
度
は
涼
し
い
所
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
ま
し
ょ
う
！
」

　

司
会
の
国
際
協
力
推
進
員
（
以
下
、推
進
員
）

※
1
の
言
葉
に
、
一
同
が
ほ
っ
と
し
た
表
情
に

な
る
。
ク
ー
ラ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
と
、

一
気
に
涼
し
い
空
気
が
流
れ
て
き
た
。
す
べ

て
は〝
ア
フ
リ
カ
〞を
再
現
す
る
た
め
の
演
出
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
の
「
高
校
生
国
際
協
力
実
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
ひ
と
こ
ま
だ
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
内
機
関
で
は
毎
年
夏
休
み

に
、
学
生
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
数
多

く
開
催
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
に
も
、
８
月
18
〜
20

日
、
九
州
圏
内
の
７
つ
の
高
校
、
28
人
の
高

校
生
が
集
っ
た
。「
途
上
国
の
こ
と
を
も
っ
と

知
り
た
く
て
」「
い
ろ
い
ろ
な
学
校
の
人
と
話

し
て
み
た
い
」「
青
年
海
外
協
力
隊
に
興
味
が

あ
る
」
な
ど
参
加
動
機
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　
「
今
、
皆
さ
ん
に
体
験
し
て
も
ら
っ
た
の
は
、

ニ
ジ
ェ
ー
ル
と
い
う
国
の
気
候
で
す
。
50
度

を
超
え
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
鹿
児

島
県
の
推
進
員
を
務
め
る
力
竹
貴
子
さ
ん
。

ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
元
協
力
隊
員
だ
。

　

猛
暑
と
い
わ
れ
る
日
本
で
も
、
さ
す
が
に

50
度
ま
で
い
く
と
未
知
の
世
界
。
各
テ
ー
ブ

ル
に
配
ら
れ
た
現
地
の
写
真
を
見
な
が
ら
、

思
い
思
い
に
想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
。「
私
た

ち
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
こ
こ
で

は
ま
っ
た
く
通
じ
な
い
ん
で
す
ね
」
と
、
鹿

児
島
県
情
報
高
等
学
校
の
森
文
香
さ
ん
。「
ま

ず
は
〝
違
い
〞
を
知
る
こ
と
が
大
切
な
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
」。
そ
ん
な
彼
女
の
言
葉
に
、
皆
、

深
く
う
な
ず
い
て
い
た
。

　

ま
だ
見
ぬ
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
思
い
を
は
せ

な
が
ら
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
に
つ
い
て
学
ん
だ
高

校
生
た
ち
。
次
に
、

推
進
員
か
ら
新
た
な

お
題
が
出
さ
れ
た
。

　
「
青
年
海
外
協
力

隊
と
し
て
、ニ
ジ
ェ

ー
ル
の〝
サ
イ
村
〞

に
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
あ
な
た
は
村
落

開
発
普
及
員
※
2
。

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
活

動
計
画
を
立
て
て
く

だ
さ
い
」

　

活
動
の
条
件
は
、

村
の
問
題
解
決
に
つ
な
が
る
こ
と
、
そ
し
て

協
力
隊
員
が
い
な
く
な
っ
て
も
、
村
人
の
手

で
継
続
で
き
る
〝
持
続
性
〞
が
あ
る
こ
と
。

村
長
、
学
校
の
先
生
、
農
民
、
医
者
、
警
察
官
、

子
ど
も
…
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
巻
き
込
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
羊
飼
い
が
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
、
羊
の
毛

を
使
っ
て
何
か
で
き
な
い
か
な
」「
子
ど
も
た

ち
が
学
校
に
行
け
る
よ
う
に
し
た
い
」「
ご
み

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
何
か
販
売
で
き
れ
ば
、

生
活
も
豊
か
に
な
る
よ
」。
頭
を
抱
え
な
が
ら
、

夜
遅
く
ま
で
議
論
は
続
い
た
。

　

そ
し
て
最
終
日
の
朝
、〝
サ
イ
村
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〞
の
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。「
鹿
児
島
の

特
産
品
さ
つ
ま
い
も
を
栽
培
し
て
食
料
不
足

を
解
決
」「
石
け
ん
を
普
及
し
て
衛
生
状
況
を

改
善
」「
ろ
過
装
置
を
作
っ
て
水
を
き
れ
い
に
」

「
情
操
教
育
に
野
菜
づ
く
り
を
」。
発
表
者
以

外
は
、〝
村
人
〞
と
し
て
話
を
聞
く
。「
そ
の

道
具
を
作
る
お
金
は
く
れ
る
ん
で
す
か
？
」

「
あ
な
た
た
ち
が
ず
っ
と
や
っ
て
よ
」。
少
し

イ
ジ
ワ
ル
な
質
問
を
投
げ
掛
け
ら
れ
て
も
、

「
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
懸
命
に
訴

え
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
「
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
国
と
国
が
つ
な

が
っ
て
、
信
頼
し
合
う
こ
と
が
大
切
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
、
国
際
協
力
が
少

し
身
近
に
な
り
ま
し
た
」
と
福
岡
県
立
福
岡

高
等
学
校
の
乙
藤
有
里
さ
ん
。
熊
本
県
立
矢

部
高
等
学
校
の
鞭
馬
勇
真
く
ん
も
「
み
ん
な

の
想
像
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
と
力
強
く

話
し
て
く
れ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
、〝
一
カ
月
後
の
自
分
〞

に
手
紙
を
書
い
た
参
加
者
た
ち
。

　
「
こ
の
３
日
間
で
感
じ
た
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
家
族
や
友
達
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

　

そ
ん
な
強
い
思
い
を
胸
に
、
国
際
協
力
の

〝
プ
レ
ー
ヤ
ー
〞
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

で
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。

九
州
の
高
校
生
発
！

ア
フ
リ
カ
を
元
気
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
校
の
枠
を
超
え
て
、高
校
生
が
世
界
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
―
。

今
年
の
夏
も
J
I
C
A
は
全
国
の
国
内
機
関
で「
高
校
生
国
際
協
力
実
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
。

未
来
の
国
際
協
力
の
担
い
手
た
ち
が
、世
界
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

途
上
国
っ
て
、国
際
協
力
っ
て

何
だ
ろ
う
？

青
年
海
外
協
力
隊
に
な
っ
て

村
の
人
と
共
に
動
き
出
そ
う

民族衣装を着た推進員たちが、高校生を巻き込んでニジェールを再現。体感するこ
とで、途上国がより身近なものになった

（上）青年海外協力隊になったつもりで、ニジェールでの活動内容を考える参加者たち。3
日間のプログラムを通じて、参加者たちの間にも新たなきずなが生まれていた
（下）最終日には活動計画を発表。どのグループも、夜遅くまでポスター作成に励んでいた

（上）JICAニジェール事務所とテレビ会議を実施。事務所
スタッフや協力隊員から、現地の生の声を聞くことができた
（下）初日にはJICA研修員とも交流。お互いの国について
紹介し合った

※1 各都道府県の国際交流協会などに配置。青年海外協力隊OB／OGなどが開発途上国での活動経験を生かし、各地域で市民レベルの国際協力をサポートしている。
※2 青年海外協力隊の職種の一つ。住民と共に地域の問題を掘り起こし、持続可能な解決策を探っていく。
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開発途上国の人たちに、安全な水をおいしく飲んでもらいたい―。
そんな思いを胸に、「自然に優しい浄水方法」の普及に取り組む宮古島市上下水道部。

地理的・気候的条件の似ている、アジア・大洋州を中心に協力を進めている。

緩速ろ過装置モデルを前に、浄水の仕組みについて研修員に説明する中本先生（左）。「家庭でも取り入れられる簡単なシステ
ム。途上国でも、非常に有効な方法です」

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

　

８
月
中
旬
、
大
型
の
台
風
に
見
舞
わ
れ

た
沖
縄
県
宮
古
島―

。
猛
暑
に
よ
る
水
不

足
が
懸
念
さ
れ
る
、
日
本
列
島
へ
の
恵
み

の
雨
だ
ろ
う
か
。飛
行
機
か
ら
降
り
立
つ
と
、

島
内
は
視
界
が
遮
ら
れ
る
ほ
ど
の
暴
風
雨

に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。

　

空
港
か
ら
車
で
約
10
分
、
宮
古
島
市
の

水
源
と
し
て
知
ら
れ
る
袖
山
浄
水
場
で
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
沖
縄
の
「
島
嶼
に
お
け
る
水
資

源
保
全
管
理
コ
ー
ス
」
の
研
修
員
た
ち
が

講
義
を
受
け
て
い
た
。
当
初
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
は
、朝
か
ら
ろ
過
池
で
実
習
の
予
定
。

し
か
し
、
と
て
も
外
に
は
出
ら
れ
な
い
状

況
だ
っ
た
。

　

残
念
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
る
研
修
員

た
ち
を
前
に
、「
ま
ず
は
、
緩
速
ろ
過
方
式

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

よ
！
」
と
力
強
く
語
り
か
け
る
の
は
、
研

修
の
講
師
を
務
め
る
信
州
大
学
名
誉
教
授

の
中
本
信
忠
さ
ん
。
そ
の
日
の
朝
、
ろ
過

池
か
ら
採
取
し
て
き
た
水
の
試
験
管
を
片

手
に
、
即
興
で
講
義
形
式
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
切
り
替
え
た
。

　

緩
速
ろ
過
方
式
は
、〝
生
物
浄
化
方
式
〞

と
も
呼
ば
れ
る
浄
水
シ
ス
テ
ム
。
何
層
に

も
重
ね
た
砂
利
に
緩
や
か
な
速
度
で
水
を

通
過
さ
せ
、
砂
層
表
面
と
砂
層
に
増
殖
し

た
微
生
物
や
微
小
な
動
物
が
水
中
の
浮
遊

物
を
分
解
。
病
原
菌
の
い
な
い
、
安
全
で

お
い
し
い
飲
用
水
を
つ
く
り
出
し
て
い
く

仕
組
み
だ
。
戦
前
は
日
本
で
も
多
く
の
地

域
が
採
用
し
て
い
た
が
、
次
第
に
薬
品
を

用
い
た
急
速
ろ
過
方
式
が
主
流
に
な
り
、

今
で
は
こ
の
や
り
方
で
浄
化
さ
れ
る
の
は

全
国
の
給
水
量
の
わ
ず
か
５
パ
ー
セ
ン
ト

に
な
っ
た
。

　

そ
の
数
少
な
い
自
治
体
の
一
つ
が
宮
古

島
だ
。
平
た
ん
な
地
形
で
山
も
川
も
な
い

宮
古
島
は
、
水
源
の
ほ
と
ん
ど
を
地
下
水

に
依
存
し
て
い
る
。
地
下
水
は
、
一
度
汚

染
さ
れ
て
し
ま
う
と
回
復
ま
で
か
な
り
の

時
間
を
要
す
る
。
住
民
た
ち
の
暮
ら
し
を

支
え
る
〝
命
の
水
〞
を
守
る
に
は
、
自
然

に
優
し
い
緩
速
ろ
過
方
式
が
最
適
だ
っ
た

の
だ
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
、
今
で
は
国

内
随
一
の
〝
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
〞
と
な
っ

た
宮
古
島
市
。し
か
し
こ
こ
ま
で
来
る
に
は
、

幾
多
の
困
難
が
あ
っ
た
。
宮
古
島
市
上
下

水
道
部
の
上
地
昭
人
さ
ん
に
よ
る
と
、「
10

年
く
ら
い
前
で
し
ょ
う
か
、
数
人
の
住
民
か

ら
『
水
道
水
か
ら
異
臭
が
す
る
』
と
い
う

苦
情
が
出
て
き
た
ん
で
す
。
数
値
に
も
出

て
こ
な
い
わ
ず
か
な
匂
い
だ
っ
た
の
で
す

が
、
な
か
な
か
原
因
が
分
か
ら
ず
に
い
ま

し
た
」。

　

試
行
錯
誤
の
結
果
、
こ
の
分
野
の
権
威
と

し
て
知
ら
れ
る
中
本
先
生
に
相
談
す
る
こ

と
に
。「
微
量
な
の
で
す
が
、
消
毒
の
た
め

に
使
用
し
て
い
た
塩
素
が
原
因
で
ろ
過
に

必
要
な
微
生
物
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
た

ん
で
す
」。
中
本
先
生
の
指
導
の
下
、
上
地

さ
ん
ら
は
〝
正
し
い
〞
方
式
に
つ
い
て
一

か
ら
学
び
、
宮
古
島
に
は
き
れ
い
で
お
い

し
い
水
が
戻
っ
た
。

　
「
世
界
ど
こ
に
い
て
も
、島
で
暮
ら
す
人
々

に
と
っ
て
は
、水
源
の
確
保
は
重
要
な
課
題
。

私
た
ち
の
経
験
を
ど
こ
か
に
還
元
で
き
な

い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
」。
コ
ス
ト
も
か
か

ら
ず
、
維
持
管
理
も
容
易
な
緩
速
ろ
過
方

式
は
開
発
途
上
国
で
も
有
効
な
は
ず
。
そ

こ
で
、
06
年
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技

術
協
力
事
業
を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア
・
大
洋
州

地
域
を
対
象
に
「
緩
速
ろ
過
を
使
用
し
た

上
水
道
の
管
理
技
術
研
修
」
を
実
施
。
各
国

か
ら
研
修
員
を
招
い
て
〝
宮
古
島
方
式
〞
を

伝
え
て
い
っ
た
。

　

そ
の
日
の
講
義
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た

夕
方
、研
修
員
た
ち
の
思
い
が
通
じ
た
の
か
、

大
き
な
空
か
ら
光
が
差
し
込
ん
で
き
た
。

今
が
チ
ャ
ン
ス
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、

一
同
は
〝
現
場
〞
に
向
か
っ
た
。

　

ろ
過
池
に
一
面
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
砂

を
、
黙
々
と
、
端
か
ら
か
き
分
け
る
浄
水

場
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
。
そ
の
姿
を
じ
っ
と

見
つ
め
る
研
修
員
に
、「
こ
の
地
道
な
作
業

が
、
お
い
し
い
水
を
つ
く
る
秘
訣
な
ん
で

す
よ
」
と
中
本
先
生
は
訴
え
る
。

　

ろ
過
池
の
そ
ば
、
バ
ケ
ツ
を
用
い
て
作
ら

れ
た
小
さ
な
緩
速
ろ
過
装
置
モ
デ
ル
か
ら

は
、
透
明
な
水
が
流
れ
出
て
い
た
。「
こ
れ
、

飲
ん
で
も
大
丈
夫
で
す
よ
」。
恐
る
恐
る
手

を
近
づ
け
る
研
修
員
。「
あ
、お
い
し
い
！
」。

そ
の
言
葉
に
場
が
な
ご
む
。
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
・
マ
ジ
ュ
ロ
上
下
水
道
会
社
の
ア
リ

ン
グ
ト
ン
・
ロ
バ
ー
ト
さ
ん
は
、
使
用
す

る
砂
や
砂
利
の
種
類
に
つ
い
て
、
一
つ
一

つ
質
問
を
投
げ
掛
け
て
い
た
。

　

今
年
か
ら
は
、
新
た
な
草
の
根
技
術
協

力
事
業
「
サ
モ
ア
水
道
事
業
運
営
（
宮
古

島
モ
デ
ル
）
支
援
協
力
」
を
ス
タ
ー
ト
し

た
宮
古
島
市
上
下
水
道
部
。
す
で
に
現
地

で
実
施
さ
れ
て
い
る
緩
速
ろ
過
方
式
の
維

持
管
理
に
加
え
、
漏
水
対
策
や
水
道
局
の

運
営
体
制
な
ど
、
総
合
的
な
上
水
道
管
理

を
支
援
し
て
い
く
。
今
回
研
修
に
参
加
し

た
サ
モ
ア
水
道
公
社
の
ア
ラ
フ
ァ
ウ
・
ポ

ー
ル
さ
ん
は
、「
私
た
ち
の
緩
速
ろ
過
方
式

は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
見
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
の
ア
イ
デ
ア
を
宮

古
島
か
ら
学
び
、
自

分
た
ち
の
国
で
採
用

し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
む
。

　
「
安
全
で
お
い
し
い

水
は
、
自
然
に
近
い

状
態
で
作
ら
れ
る
べ

き
。
研
修
員
た
ち
に

指
導
す
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
も
き
ち
ん
と

理
解
す
る
必
要
が
あ

り
、
宮
古
島
市
職
員

の
能
力
強
化
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
一
刻
も
早
く
、
緩
速
ろ

過
方
式
が
途
上
国
に
普
及
し
、
一
人
で
も
多

く
の
人
が
健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
」
と
、
上
地
さ
ん
は
期
待
す
る
。

　

今
日
も
ま
た
、
ま
ば
ゆ
い
〝
て
ぃ
だ
〞（
太

陽
）
の
下
で
、
世
界
の
島
人
た
ち
が 

〝
命
の

水
〞
を
守
る
た
め
に
奮
闘
し
て
い
る
。

自
然
な
方
法
で

お
い
し
い
水
を
つ
く
ろ
う

同
じ〝
島
〞と
し
て

浄
水
の
経
験
を
共
有
す
る

沖縄本島の南西に位置し、宮古島、
伊良部島、下地島、池間島、来間
島、大神島が属する。人口約5万
5,000人。宮古島が総面積の78％
（159.22平方キロ）を占める。さとうき
びの生産が盛ん。年間観光客40万
人を達成するため、トライアスロンや
スキューバダイビングなど、スポーツ関
連事業にも力を入れる。環境問題に
も積極的に取り組んでおり、2008年
に「宮古島市環境モデル都市行動
計画」を発表、09年には環境モデル
都市に指定された。

沖縄県宮古島市

16宮 古 島 方 式 で 途  宮古島方式で途  上 国 の上国の 水をきれいに

宮古島市のエコアイランド計画について紹介する上下水道部の梶原健
次さん。「宮古島の経験が研修員たちの参考になれば」と、説明にも力が
入る

宮古島市上下水道部の職員と中本先生はサモアを
2008年と09年に視察。浄水場の水源を調査するなど
して、現状の課題を洗い出した

ろ過池のろ過砂かき取り作業を見学する研修員たち

［ 沖　縄　県 ］

宮古島市

沖縄県

宮  古  島 市
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Ｅ-
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
設
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

専
門
家
と
し
て
現
地
に
赴
任
し
て
い

る
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
の
奥
本
将
勝
さ

ん
。大
学
の
設
立
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
支

援
す
る
初
の
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
で
奮
闘
し
て
い
る
。

し
い
国
の
人
々
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
夢
を
持
つ
権
利
は
あ
る
―
。

　

私
は
高
校
生
の
こ
ろ
に
こ
う
し
た
思
い
を

抱
き
、
大
学
で
は
、
紛
争
後
の
緊
急
支
援
か

ら
復
興
支
援
ま
で
切
れ
目
な
く
つ
な
い
で
い

く
と
い
う
緒
方
貞
子
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
の
理

念
を
、
現
場
で
実
践
し
て
み
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
時
代
を
体
育
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
で
過
ご
し
、ほ
と
ん
ど
海
外
経
験
の
な
か
っ

た
私
で
し
た
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
へ
就
職
し
西
ア
フ

リ
カ
の
ガ
ー
ナ
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
で
の
新
人
研

修
の
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
困
難

に
直
面
し
な
が
ら
も
明
る
く
希
望
を
捨
て
な

い
ア
フ
リ
カ
の
人
々
に
勇
気
を
も
ら
い
な
が

ら
、
自
分
の
信
念
が
間
違
っ
て
い
な
い
こ
と
を

確
信
し
ま
し
た
。

　

研
修
を
終
え
帰
国
し
て
か
ら
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

本
部
の
人
間
開
発
部
に
配
属
さ
れ
、
開
発
途

上
国
の
大
学
を
支
援
す
る
高
等
教
育
や
、
平

和
構
築
に
関
係
す
る
職
業
訓
練
・
技
術
教
育

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

出
会
っ
た
の
が
「
エ
ジ
プ
ト
日
本
科
学
技
術

大
学
（
Ｅ
-Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
）
設
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

だ
っ
た
の
で
す
（
4
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

　

Ｅ
-Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
に
は
、
科
学
技
術
の
知
の
拠

点
と
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
だ
け
で
な
く
中
東
や

ア
フ
リ
カ
地
域
へ
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
学
の
設
立
に
向
け
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
の
枠
組
み
を
超
え
て
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
の
協
力
を
目
指
す
と
い

う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
専
門

家
と
し
て
エ
ジ
プ
ト
・
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
へ

行
く
こ
と
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
赴
任
し
て
か
ら
１
年
が
た
ち
ま
す

が
、
日
々
試
行
錯
誤
と
反
省
の
繰
り
返
し
で

す
。
こ
こ
で
は
、常
に
現
場
の
状
況
を
見
極
め
、

裁
量
を
持
っ
て
即
時
に
判
断
し
、
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
に
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
が
現
場
に
来
る
意
味
が
あ
る
の

だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
現
場
で
は
、
派
遣
さ
れ
て
い
る
日
本

の
大
学
の
先
生
方
や
専
門
家
の
苦
労
も
は
っ

き
り
と
見
て
と
れ
ま
す
。
現
場
の
最
前
線
で

働
く
日
本
人
の
第
一
の
理
解
者
で
あ
り
味
方

で
あ
る
こ
と
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
役
割
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
エ
ジ
プ
ト
側
メ
ン
バ
ー
に
大
学
づ

く
り
の
全
体
工
程
と
短
期
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
示
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
業
務
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
は
、
相
手
の
意
見
を
尊

重
し
つ
つ
も
、
私
た
ち
の
考
え
方
や
物
事
の

進
め
方
を
は
っ
き
り
と
伝
え
、
レ
ス
ポ
ン
ス
が

早
い
教
職
員
を
巻
き
込
ん
で
ア
ク
シ
ョ
ン
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
う
し
た
業
務
の
中
で
、
私
の
主
な
役
割

が
予
算
管
理
や
人
事
配
置
、物
品
確
保
と
い
っ

た
大
学
の
運
営
を
確
実
に
行
う
た
め
の
「
組

織
づ
く
り
」。
こ
こ

を
し
っ
か
り
と
し

な
け
れ
ば
、
当
然
、

人
材
育
成
や
研
究

な
ど
の
成
果
は
上

が
り
ま
せ
ん
。「
人

づ
く
り
」か
ら「
組

織
づ
く
り
」
へ
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術
協

力
の
新
し
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
も
あ
る

の
で
す
。

　

日
々
、
忙
し
さ

の
中
に
あ
っ
て
も
、
目
標
を
忘
れ
ず
、
日
本
と

エ
ジ
プ
ト
の
人
々
と
一
体
感
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
は
、
中
東
・

ア
フ
リ
カ
の
人
々
と
と
も
に
Ｅ
-Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
を

発
展
さ
せ
、
科
学
技
術
が
こ
の
地
域
の
「
平
和

構
築
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
６
月
３
日
、
カ
イ
ロ
で
Ｅ
-Ｊ
Ｕ
Ｓ

Ｔ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
緒
方
理
事

長
が
出
席
し
た
時
、
私
か
ら
尋
ね
ま
し
た
。

　
「
Ｅ
-Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
は
い
か
が
で
し
た
か
」

　
「
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね
」

　

Ｅ
-Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
と
私
自
身
へ
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
の
エ
ー
ル
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
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エジプト日本科学技術大学
（E-JUST）設立プロジェクト

奥本 将勝
OKUMOTO Masakatsu

大学院卒業後、2006年
JICAに就職。アジア第一
部、ガーナ事務所、シエラレ
オネフィールドオフィスでの
研修、人間開発部を経て、
09年8月より現職。

貧

E-JUST教員・事務職員との定例会議。新しい大学作りへの意欲は高い

E-JUSTのオープニングセレモニー前日、
緒方理事長に仮校舎を案内した

現
場
を
理
解
し
、最
適
か
つ

最
善
の
判
断
と
対
応
を
し
た
い

From Overseas Offices
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８
月
12
日
、金
沢
城
公
園
三
の
丸
広
場

（
石
川
県
金
沢
市
）で
、「
Ｔ
ｈ
ｅ
地
球
Ｌ
Ｉ
Ｖ

Ｅ
２
０
１
０
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た（
金
沢
城

オ
ペ
ラ
祭
実
行
委
員
会
、北
國
新
聞
社
、財

団
法
人
石
川
県
芸
術
文
化
協
会
主
催
）。こ

の
ラ
イ
ブ
は
、地
球
規
模
の
課
題
解
決
に
向

け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、音
楽
を
通
じ
て
発
信
す

る
も
の
。４
回
目
と
な
る
今
年
は
、国
際
協
力

Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

国
連
開
発
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）で
始
動
し
た
、

「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
特

別
協
力
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

01

　

出
演
者
は
、持
田
香
織
さ
ん
、秦
基
博
さ

ん
、一
青
窈
さ
ん
、藤
井
フ
ミ
ヤ
さ
ん
、鈴
木

雅
之
さ
ん
ら
５
人
の
実
力
派
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
著
名
人
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

る
藤
井
さ
ん
は
、「
日
本
も
い
ろ
い
ろ
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
が
、世
界
に
は
も
っ
と
み
ん
な

の
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
る
」と
、

開
発
途
上
国
へ
の
支
援
の
重
要
性
を
観
客
へ

訴
え
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
に
は
、県
内
外
か
ら
約
４
０
０
０
人

が
来
場
。会
場
内
で
は
、地
元
金
沢
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人「
世
界
の
砂
漠
を
緑
で
包
む
会
」、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
北
陸
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ー

ス
を
出
展
。活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示

や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
販
売
な
ど
を
通

じ
、来
場
者
に
国
際
協
力
へ
の
参
加
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、ラ
イ
ブ
前
後
に
は
、舞
台
横
に
設
置

さ
れ
た
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
や
著
名
人
メ
ン
バ

ー
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
１
〜
４
日
、緒
方
貞
子
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

理
事
長
は
、韓
国
・ソ
ウ
ル
と
中
国
・
上

海
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

韓
国
で
は
、有
償
資
金
協
力
を
行
う

対
外
経
済
協
力
基
金（
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
）の
母

体
・
韓
国
輸
出
入
銀
行
の
キ
ム・
ド
ン
ス

行
長
、技
術
協
力
・
無
償
資
金
協
力
を

担
う
韓
国
国
際
協
力
団（
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

の
パ
ク
・
デ
・
ウ
ォ
ン
総
裁
ほ
か
、各
界
の

有
識
者
と
会
談
を
行
い
ま
し
た
。　
　

　

Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
、Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
、日
韓
の
政
府
開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

の
実
施
機
関
と
し
て
、こ
れ
ま
で
協
力

関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。会
談
で
は
、

そ
の
関
係
を
よ
り
強
固
に
し
、連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拡
大
な
ど
、新
た
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
可
能
性
や
今
後
の
抱

負
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
中
国
で
は
、国
際
関
係
な
ど
の

分
野
で
同
国
有
数
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で

「
Ｔ
ｈ
ｅ
地
球
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
２
０
１
０
」
に

「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
参
加

あ
る
上
海
国
際
問
題
研
究
院
の
研
究

員
や
大
学
院
生
約
70
人
を
対
象
に
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
ア
ジ
ア
と
日
中

関
係
の
展
望
」を
テ
ー
マ
に
講
演
。会
場

か
ら
は
、「
中
国
は
日
本
の
対
外
援
助
経

験
に
何
を
学
べ
る
か
」「
貧
困
削
減
に
日

中
は
ど
う
強
調
す
べ
き
か
」「
中
国
は
難

民
問
題
に
ど
ん
な
貢
献
が
で
き
る
か
」

な
ど
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、青
年
海
外
協
力
隊
・
シ

ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
２
０
１
０
年

度
秋
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。ま
た
、１

年
未
満
で
あ
れ
ば
参
加
で
き
る
方
を
対

象
と
し
た
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
、11
月

12
日（
金
）〜
12
月
13
日（
月
）の
日
程

で
募
集
を
行
い
ま
す
。
応
募
資
格
、職

種
、
応
募
方
法
、
全
国
各
地
で
約

1
5
0
回
開
催
さ
れ
る「
説
明
会
＆
体

03
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
開
始
！

02
緒
方
理
事
長
が
韓
国
と
中
国
を
訪
問

３
国
の
協
力
関
係
の
強
化
に
向
け
て

韓国輸出入銀行のキム・ドンス行長と緒方理
事長

（上）ライブの最後は、世界の平和を祈り、5人でジョン・
レノンの「イマジン」を熱唱 ©北國新聞社
（下）JICAのブースでは、JICAボランティアの募集案
内に興味を持つ来場者も

験
談
」（
参
加
無
料
・
申
込
不
要
）な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
：
11
月
８
日（
月
）ま
で

問
：
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
選

考
窓
口

T
E
L
：03

-3
40
6
-9
9
00

U
R
L
：w

w
w
.jica.go.jp/volun

teer/



新 着 情 報

『UNHCR難民映画祭2010』
世界の難民・避難民は4,300万人
以上。その過酷な現実を、映像を通し
て多くの人に知ってもらおうと始まっ
たのが「UNHCR難民映画祭」だ。5
回目となる今年は、「（第三国）定住と
インテグレーション（社会への統合）」
をテーマに、20作品を上映。注目作
品は、タイの難民キャンプからイギリス
へ移住した、2組のミャンマー難民の
家族を追ったドキュメンタリー「遥かな
る火星への旅」。言語や文化などす
べてが異なる環境で、苦労や戸惑い
を感じながらも生き抜いていく彼らの
姿を映し出している。首都圏のほか
に、全国6カ所でも過去の映画祭で
好評だった4作品が上映される。

M  OVIE

●首都圏版（東京・神奈川・埼玉）
会期 ： 10月10日（日）まで
上映作品 ： 「遥かなる火星への旅」など日本初上映作品を含む全20作品
●全国版（北海道・群馬・神奈川・埼玉・兵庫・福岡）
会期 ： 10月15～16日、22～23日、29～30日
上映作品 ： 「ウォー・ダンス」「約束の旅路」ほか全4作品
※上映作品、スケジュール、会場などの詳細はホームページへ
問 ： 国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）駐日事務所
TEL ： 03-3499-2011
URL ： unhcr.refugeefilm.org/2010/

アジアの魅力を伝える「東京・アジア月間」
アジアの民族舞踏・音楽などのステージや屋台料理が味わえる
ANMC21展（11月6日～9日／都庁都民広場）のほか、アジアで制作さ
れた映画の上映会「アジア・シネマ・セレクション」（11月6日、7日／都議
会議事堂）、中小企業の優れた技術を展示する「産業交流展」（11月10
日～12日／東京ビッグサイト）など、楽しいイベントが満載。各イベントの詳
細はホームページまで。

E  VENT

問 ： アジア大都市ネットワーク21事務局 東京都知事本局外務部国際共同事業担当
TEL ： 03-5388-2232 
Email ： S8000415@section.metro.tokyo.jp
URL ： www.anmc21.org/asianmonth/

October 2010                         30

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

B  OOK

『13歳からの平和教室』
1945年8月の終戦からはや65年。いまや10代の若者に
とって戦争は“テレビの向こうの世界”になりつつあるので
はないか。しかし戦争は、今も世界各地で起きていることを
忘れてはならない。同じ地球上に生きる私たちにとって平
和とは何か―。本書は、“戦争の怖さを知る”祖父から、“戦
争の怖さを知らない”孫たち
へ、戦争をめぐる世界の動
き、人間の尊厳の歴史、さら
には現代の社会問題を取り
上げ、私たちに今できることを
問い掛ける。易しい文章とイ
ラストを多用し、中学生から
読める一冊。

浅井基文 著
かもがわ出版
1,680円（税込）

B  OOK

『当たって、砕けるな！ 青年海外協力隊の流儀』
1965年の発足以来、3万4,000人以上が参加してきた青
年海外協力隊。開発途上国に赴いた隊員は、2年間で赴
任先の町や村などが抱えるさまざまな課題の解決に取り組
み、帰国後はその経験を生かした進路を考える者も多い。
本書ではジャーナリストで隊員OBでもある著者が、農業、
芸術、医療、国際協力などの
分野で活躍する隊員OB/
OG13人の派遣前、任期中、
帰国後の様子を紹介。異国
の地での経験が、その後の人
生にどう影響しているのだろ
う。10月から秋募集を開始し
たJICAボランティア。興味の
ある人は必見。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ 吉岡逸夫 著

高陵社書店
1,785円（税込）

○c 2010 Coded Pictures Ltd.
映画「遥かなる火星への旅」（2009）より



フ
ン
ザ
の
憂
鬱

Pakistan
［パキスタン］
 文・写真＝鈴木 革（写真家）
　　　　　Ibrar Tanoli（ジャーナリスト）

避難所生活を送る崩壊地アタ
ヴァッドの被災者。女性は4人
の子どものうち2人を失った

地球ギャラリー vol.25



A.四大文明の礎となった大河「インダス川」。左
手にカラコルムハイウェイが見える。フンザまで
こうした険しい峡谷が続く
B.カリマバードから見るフンザの秀峰ラカポシ山
（7,788メートル）。この辺りは美しい峰々が四
方に鎮座し、世界中から観光客を呼ぶ
C.目の前まで迫る湖。町が水没していることが
よく分かる。グルミットにて（撮影：Ibrar Tanoli）

B

C

A

た
の
で
あ
る
。

だ
が
、ダ
ム
湖
決
壊
の
危
機
は
日
本
で

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。観

光
気
分
だ
っ
た
気
持
ち
を
切
り
替
え
、こ

の
現
実
に
向
か
い
合
う
こ
と
に
し
た
。

D

E

F

D.観光地とはいえ訪れる外国人は少ない。
興味津々の子どもたちも、容易には寄って
来てくれない
E.ジャガイモの花。ジャガイモはフンザの名
産品。平野部へも送られ、カレーの材料とな
っている
F.急傾斜地のわずかな土地に段々畑をつく
り、昔ながらの農業を営む人々

G.被害から免れたわ
ずかな土地を確保す
るため、男たちの作業
が続く。グルミットにて
（撮影：Ibrar Tanoli）

２
０
１
０
年
１
月
４
日
。パ
キ
ス
タ
ン

北
部
の
山
岳
地
帯
フ
ン
ザ
地
方
で
大
規

模
な
山
崩
れ
が
起
こ
っ
た
。イ
ン
ダ
ス
川

の
支
流
で
あ
る
フ
ン
ザ
川
の
峡
谷
で
西

岸
の
が
け
が
崩
壊
し
、２
３
０
０
メ
ー
ト

ル
の
区
間
が
埋
ま
っ
た
の
だ
。土
砂
は
寒

村
ア
タ
ヴ
ァ
ッ
ド
を
直
撃
。犠
牲
者
は

19
人
に
上
っ
た
。だ
が
こ
れ
は
問
題
の

序
章
に
過
ぎ
ず
、悲
劇
は
数
カ
月
を
か

け
て
ゆ
っ
く
り
と
現
れ
始
め
る
―
。

２
０
１
０
年
６
月
１
日
。10
年
ぶ
り
の

フ
ン
ザ
、風
光
明
媚
の
町
で
知
ら
れ
る
カ

リ
マ
バ
ー
ド
に
到
着
し
た
。が
け
の
崩
落

地
よ
り
下
流
に
あ
る
カ
リ
マ
バ
ー
ド
は
、

眼
下
に
見
え
る
フ
ン
ザ
川
の
水
量
が
少

な
い
こ
と
を
除
け
ば
、以
前
と
何
も
変
わ

っ
て
い
な
か
っ
た
。し
か
し
、町
一
番
の

ホ
テ
ル
が
報
道
関
係
者
で
溢
れ
、ほ
ぼ
満

室
だ
っ
た
。崩
落
で
せ
き
止
め
ら
れ
、次

第
に
水
位
を
増
し
て
大
き
な
ダ
ム
湖
に

な
っ
て
い
た
川
が
５
月
、満
水
に
近
づ
い

て
き
た
た
め
、ダ
ム
湖
の
決
壊
が
心
配
さ

れ
て
い
た
の
だ
。事
態
を
案
ず
る
ニ
ュ
ー

ス
が
流
れ
る
毎
日
。偶
然
宿
泊
し
た
ホ

テ
ル
は
、ま
さ
に
取
材
の
前
線
基
地
だ
っ

め
い
び



I.仮設テントの幼年クラスの授業風景。環境に負けず元気に勉強
J.避難所の教室で暮らす崩壊地アタヴァッドの人々。厳しい環境の中、身を寄せ合
うように暮らす
K.町から避難所に配給される昼食。貧しくても助け合いの精神は深く根付いている
L.帰る土地さえなくなった人々は、いつこの避難所から抜け出せるのだろうか。ただ
元気な子どもたちが未来の希望
M.アルティットの学校の校庭に並ぶ仮設テント。教室や医療施設も設置されている

地球ギャラリー 
vol.25

６
月
時
点
の
現
地
の
情
報
で
は
、ダ
ム

湖
は
満
水
を
迎
え
て
水
が
流
れ
始
め
て

い
る
。し
か
し
、決
壊
の
兆
候
は
認
め
ら

れ
ず
、こ
の
ま
ま
で
は
湖
の
存
在
が
恒
久

的
に
も
な
り
得
る
。湖
は
最
大
幅
５
０

０
メ
ー
ト
ル
、長
さ
30
キ
ロ
に
及
ぶ
が
、こ

の
谷
筋
に
は
中
国
へ
続
く
国
際
道
路
カ

ラ
コ
ル
ム
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が
あ
り
、水
没
に
よ

っ
て
す
べ
て
の
物
流
が
停
止
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
道
路
沿
い
の
３
町
村
も
、水
害

に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
。具

体
的
に
は
、最
も
下
流
に
あ
る
人

口
約
３
０
０
人
前
後
の
ア
ウ
ィ
ナ
バ
ー
ド

村
が
完
全
に
湖
底
に
沈
ん
だ
。さ
ら
に
、

人
口
約
３
０
０
０
人
の
シ
シ
ケ
ッ
ト
は
85

％
が
、人
口
約
４
０
０
０
人
の
グ
ル
ミ
ッ

ト
は
35
％
が
水
没
。そ
の
た
め
、家
や
土

地
を
失
っ
た
多
く
の
人
々
が
、カ
リ
マ
バ

ー
ド
の
学
校
な
ど
で
の
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。訪
問
し
た
カ
リ
マ

バ
ー
ド
と
隣
村
ア
ル
テ
ィ
ッ
ト
の
学
校
に

は
、被
災
者
が
各
３
０
０
〜
４
０
０
人
ほ

ど
い
る
と
い
う
が
、中
に
は
親
類
の
家
に

世
話
に
な
っ
て
い
る
人
や
、や
む
な
く
都

会
へ
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
男
た
ち
も
い
て
、

実
際
の
被
災
者
の
総
数
は
か
な
り
の
数

に
上
る
と
見
ら
れ
る
。

避
難
所
で
暮
ら
す
被
災
者
か
ら
話
を

聞
く
と
、皆
一
様
に
将
来
の
不
安
を
口

に
し
た
。フ
ン
ザ
は
、峡
谷
の
狭
い
土
地
で

農
業
を
営
み
な
が
ら
、独
自
の
歴
史
文

化
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
か
つ
て
の
独
立

国
で
あ
る
。こ
の
深
い
谷
間
で
は
水
没

し
た
土
地
の
代
わ
り
な
ど
あ
る
は
ず
も

な
く
、農
民
た
ち
は
生
活
の
基
盤
を
完

全
に
失
っ
て
し
ま
っ
た
。仮
に
都
会
や

平
野
部
へ
の
移
住
を
勧
め
よ
う
に
も
、夏

の
気
温
が
40
度
を
超
え
る
下
流
部
で
の

暮
ら
し
は
山
地
民
族
に
は
困
難
で
あ
る

し
、ま
し
て
イ
ス
ラ
ム
教
と
い
っ
て
も
平

野
部
の
ス
ン
ニ
派
か
ら
は
異
端
と
さ
れ
る

シ
ー
ア
派
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
の
信
者
ゆ

え
、風
俗
や
習
慣
か
ら
し
て
も
共
存
は

難
し
い
。山
渓
の
清
流
に
棲
む
渓
魚
に
、

中
流
の
ぬ
る
い
濁
り
水
で
生
き
て
い
け

と
は
言
え
な
い
の
と
同
じ
だ
。

彼
ら
の
切
実
な
訴
え
を
聞
き
、自
ら

が
存
在
す
る
べ
き
場
所
と
そ
こ
で
抱
く

未
来
の
希
望
が
、人
間
に
と
っ
て
い
か
に

大
事
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
切
に
感
じ

た
。

I

H.仮設テントの教室で行われる12～13歳のクラス。イスラムの国だが、ここでは男女共学。少女たちの真剣なまなざしに心の中で応援

J

KL

M



首都 ： イスラマバード
面積 ： 79.6万ｋ㎡（日本の約2倍）
人口 ： 1億6,166万人（2008年）
公用語 ： 英語、ウルドゥー語（国語）
宗教 ： イスラム教（国教）
1人当たり国民総所得（GNI）： 1,046ドル（2008年）
経路 ： 直行便はなく、北京やバンコク、クアラルンプール経由が一般的。
通貨 ： パキスタン・ルピー（PKR）　1PKR＝約1円 （2010年9月現在）
気候 ： 0～8,600mと標高差が大きく、地域によって気候は異なる。中部では夏（6～
8月）に40度の猛暑、北部の山岳地帯では冬（12～2月）に氷点下になることもある。

Pakistan
パキスタン

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

貧困層に届く支援で
安定した国の発展を
世界第6位の人口を有し、多くの貧困層を抱えるパキ
スタン。JICAは、経済・社会の安定化に向け、貧困削
減・経済成長に重点を置いた支援を行っている。

　不安定な政治・治安情勢や男女格
差など不平等な社会構造を背景に、パ
キスタンでは国民の約3割が貧困層だ。
また、教育・医療といった基本的な社会
サービスが不十分な地域も多い。こうし
た背景の下JICAは、同国の平等な社
会と安定した経済発展を後押しすべく、
教育、農業、インフラ整備などの分野で
協力を行っている。　
　教育分野では「識字教育」を支援。
パキスタンでは約2人に1人が文字を読
み書きできない。そのため、国内最大人
口の東部パンジャブ州では、州政府が5
～14歳の非就学児童に対する「ノンフ
ォーマル小学校」、成人の非識字者に
対する「成人識字センター」などを開設・
運営し、基礎教育・識字能力レベルの
強化を図ってきた。しかし、的確な場所
への学校の設置や各地域の教育ニー

ズの把握など、基礎教育・識字教育を
平等に提供するのに必要な情報・デー
タの収集・活用といったマネジメント能力
が不足していた。そこでJICAは、データ
を活用した教育の計画・運営方法を指
導。その成果として、今まで学校がなか
った地域に重点が置かれるようになった
ほか、中途退学の防止や学習意欲の
向上を促進するモニタリング機能などが
学校運営に加えられた。またこの方法
に基づき、新設・既存の約7,000のノン
フォーマル小学校、約6,500の成人識
字センターが運営される予定だ。
　一方、国内総生産の約21％を占め、
労働人口の約45％が従事する農業。
全農地の8割以上を占める灌漑農地で
は、インフラの未整備や農業技術の遅
れにより農作物の生産性が低下してい
た。そこで、国内最大の穀倉地帯であり

世界有数のインダス灌漑システムを有
するパンジャブ州を対象に、JICAは円
借款を通じ、老朽化した灌漑水路など
の施設を改修。また技術協力と連携し
て、農民の組織化に向けた指導員の養
成や指導マニュアルの作成、モデル圃
場における節水灌漑農業技術の展示・
普及などを実施。農家が自主的に末端
灌漑施設を維持管理できるようになる
ことや、水を効率的に利用するための
農業技術の向上を目指している。
　またパキスタンは、今年7月下旬から
の雨で甚大な洪水被害に見舞われ、被
災者が約2,100万人にも上っている。
JICAは、テントや浄水器などの緊急援
助物資を送ったほか、衛生環境の悪化
から感染症の拡大の恐れがあったた
め、9月にはパンジャブ州へ国際緊急援
助隊（JDR）医療チームを派遣した。

成人識字センターへ通
う女性。「センターに来
ることが楽しく、自分の
名前が書けるようにな
り、自信がついた」と笑
顔を見せる

スパイスたっぷりの炊き込みご飯
「チキンビリヤニ」

パキスタン料理

地球ギャラリー
Vol.25

　
パ
キ
ス
タ
ン
の
食
文
化
は
、イ
ン
ド
、ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
と
い
っ
た
隣
国
の
影
響
を
受
け
、土

地
に
よ
っ
て
味
付
け
・
調
理
法
が
さ
ま
ざ
ま
。

イ
ン
ド
に
接
す
る
東
部
で
は
ス
パ
イ
ス
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
辛
い
カ
レ
ー
、中
東
に
近
い
西

部
で
は
ケ
バ
ブ
が
よ
く
食
べ
ら
れ
る
。ま
た
、

南
部
の
カ
レ
ー
は
ス
ー
プ
状
の
も
の
が
多
い

が
、東
部
で
は
水
気
が
な
い
の
が
特
徴
だ
。

　

東
京
・
高
田
馬
場
駅
近
く
に
あ
る「
ラ
ー
ジ

プ
ー
ト
」で
は
、東
部
パ
ン
ジ
ャ
ブ
地
方
の
郷
土

料
理
が
楽
し
め
る
。こ
の
地
域
で
は
、２
〜
３

種
類
の
カ
レ
ー
を
チ
ャ
パ
テ
ィ（
薄
焼
き
の
パ

ン
）や
ラ
イ
ス
と
と
も
に
食
べ
る
の
が
一
般
的
。

　

中
で
も
、ス
パ
イ
ス
の
効
い
た
炊
き
込
み
ご

飯「
ビ
リ
ヤ
ニ
」は
、カ
レ
ー
と
の
相
性
が
抜
群

な
一
品
。ブ
レ
ン
ド
さ
れ
た
ス
パ
イ
ス
の
濃
厚

な
香
り
と
チ
キ
ン
の
う
ま
み
が
口
い
っ
ぱ
い
に

広
が
り
、ピ
リ
ッ
と
刺
激
的
な
味
。結
婚
式
な

ど
お
祝
い
の
席
で
出
さ
れ
る
お
も
て
な
し
の

定
番
メ
ニ
ュ
ー
だ
。ヨ
ー
グ
ル
ト
ソ
ー
ス
を
か
け

な
が
ら
食
べ
る
の
が
地
元
流
。酸
味
が
加
わ

る
と
辛
さ
が
和
ら
ぎ
、二
度
楽
し
め
る
。

〈
チ
キ
ン
ビ
リ
ヤ
ニ
〉

【
材
料（
2
人
前
）】

鶏
肉
５
０
０
ｇ
／
バ
ス
マ
テ
ィ
米（
長
粒
種
の
香
り

米
）２
合
／
タ
マ
ネ
ギ
１
個
／
ニ
ン
ニ
ク
ペ
ー
ス
ト

大
さ
じ
１
／
シ
ョ
ウ
ガ
ペ
ー
ス
ト
大
さ
じ
１
／
ト
マ

ト
２
個
／
青
ト
ウ
ガ
ラ
シ
６
本
／
ビ
リ
ヤ
ニ
マ
サ

ラ
適
量
／
塩
大
さ
じ
２
／
ヨ
ー
グ
ル
ト
１
０
０
ｇ

【
作
り
方
】

１
．タ
マ
ネ
ギ
を
み
じ
ん
切
り
し
、油
で
キ
ツ
ネ
色

に
な
る
ま
で
い
た
め
た
後
、水
少
量
を
加
え
、

ビ
リ
ヤ
ニ
マ
サ
ラ
、ヨ
ー
グ
ル
ト
、シ
ョ
ウ
ガ
、ニ

ン
ニ
ク
を
入
れ
、５
〜
６
分
混
ぜ
る
。

２
．鶏
肉
、塩
を
加
え
よ
く
混
ぜ
る
。

３
．コ
メ
を
水
に
約
20
分
間
つ
け
た
後
、水
２
リ
ッ

ト
ル
を
鍋
で
沸
騰
さ
せ
、コ
メ
を
入
れ
る
。１

分
ほ
ど
経
っ
た
ら
水
か
ら
出
す
。（
少
し
芯
が

残
っ
た
ま
ま
で
Ｏ
Ｋ
）

４
．鍋
に
２
セ
ン
チ
ほ
ど
の
厚
さ
に
コ
メ
を
敷
き
、そ

の
上
に
２
、コ
メ
、２
の
順
に
４
層
に
重
ね
る
。

5
．適
当
な
大
き
さ
に
切
っ
た
青
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、ト

マ
ト
を
乗
せ
、ぬ
れ
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
て
フ
タ
を

し
た
ら
、弱
火
で
20
〜
25
分
程
炊
き
込
む
。

☆
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
ッ
パ
ー
、塩
、ク
ミ
ン
を

お
好
み
で
混
ぜ
れ
ば
ソ
ー
ス
の
出
来
上
が
り
。

in パキスタン

パンジャブ州

フンザ

インド

アフガニスタン

イスラマバード

モヘンジョダロ

ラージプート
〒169-0075  
東京都新宿区高田馬場4-13-12
東海林ビル2F 
TEL ： 03-3360-8372
11時半～23時　
年中無休

JICA専門家と地元の農業大学の研究者から、
節水型の稲作について説明を受ける農民組織
の役員たち

子どもに薬を処方するJDR隊員。
9月14日からは医療チーム二次隊
が活動を開始

パキスタン
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カイゼン

〒102-8012　東京都千代田区二番町5-25　二番町センタービル1～6階　
TEL：03-5226-9781   FAX：03-5226-6396　URL：http://www.jica.go.jp/　
本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載を禁じます。

本誌へのご意見・ご感想や
JICAへのご質問を
お寄せください。

Email : jica@idj.co.jp
F A X :03-3582-5745（『JICA’s World』編集部宛）

① ベトナム・ゼン村のノンとヤシの葉の小物セット
② 書籍『13歳からの平和教室』（p30参照）
③ 書籍『当たって、砕けるな！ 青年海外協力隊の流儀』（p30参照）

◎応募締切：2010年11月15日

添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対する
ご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・電話
番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記の上、お
送りください。ご記入いただいた個人情報は統計処理およ
びプレゼント発送以外の目的で使用いたしません。当選者
の発表は発送をもってかえさせていただきます。

プレゼント付き

品質・生産性向上のための“日本独自”の理論・手法である
「カイゼン」を生かしたJICAの協力事例を紹介します。

　

私
が
学
生
だ
っ
た
20
年
前
は
、東
西
冷
戦
の
末
期
。携
帯
電
話

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
い
時
代
か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い
世

界
が
今
広
が
っ
て
い
ま
す
。
冷
戦
終
結
後
の
市
場
の
急
速
な
拡

大
、資
本
取
引
や
投
資
の
自
由
化
、I
T
技
術
の
進
展
な
ど
に
よ

り
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、ヒ
ト
、モ
ノ
、カ
ネ
、情
報
が
か
つ
て

な
い
ス
ピ
ー
ド
で
世
界
を
め
ぐ
る
時
代
。負
の
側
面
も
あ
り
ま
す

が
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
自
国
の
限
界
を
補

い
、発
展
の
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
変
化
は
、カ
ネ（
資
本
）の
希
少
性
の
低
下
。日
本
を
は

じ
め
先
進
各
国
で
金
利
低
下
と
カ
ネ
余
り
の
状
況
が
生
じ
、利

潤
機
会
を
求
め
資
本
が
世
界
中
の
技
術
や
知
識
、情
報
を
追
い

か
け
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、国
内
で
の
資
本
蓄
積
が
十
分
で
は
な

い
途
上
国
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。ど
れ
だ
け
有
用
な

技
術
や
知
識
を
持
っ
て
い
る
か
が
重
要
な
時
代
。こ
れ
ら
の
発
展

を
支
え
る
も
の
は
教
育
で
す
。科
学
技
術
教
育
や
高
等
教
育
は

新
し
い
時
代
の「
開
発
」に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
変
化
は
人
と
人
の
つ
な
が
り
（
情
報
流
通
）で

す
。I
T
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、従
来
の
職
場
、学
校
、地
域（
国

家
）と
い
っ
た
物
理
的
な
境
界
を
持
っ
た
階
層
的
な
社
会
を
超
え

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
、水
平
的
な
社
会
が
大
き
な
力
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。途
上
国
も
こ
の
開
か
れ
た
直
接
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、既
存
の
組
織
・
権
威
に

依
存
し
な
い
新
た
な
発
展
の
可
能
性
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
の
特
集
「
科
学
技
術
系
高
等
教
育
」
は
、現
代
社
会
を

生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
技
術
、知
識
、情
報
を
提
供
す
る
基
盤

で
す
。
新
し
い
時
代
に
は
開
発
の
世
界
で
も
新
し
い
処
方
箋
が

必
要
で
す
が
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
で
は
、途
上
国
も
日
本

も
、組
織
も
個
人
も
条
件
は
同
じ
。私
も
想
像
も
で
き
な
か
っ
た

世
界
に
つ
い
て
い
か
な
く
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

広
報
室
報
道
課
長 

中
井
完
造

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
科
学
技
術

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担
いただく形でご送付いたします。巻末
の払込取扱票に、氏名・住所・電話番
号・ご希望の送付期間・送付開始月を明記の上、指定の金額を郵便局でお支
払ください。入金の確認後、発送手配をいたします（入金から1週間程度かかる
こともありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバーをご希望の
方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申 込 先
住 　 所
T　E　L
F A　X
E m a i l

（株）国際開発ジャーナル社 業務部（発送代行）
〒107-0052  東京都港区赤坂2-13-19 多聞堂ビル
03-3584-2191
03-3582-5745
order@idj.co.jp

2 31

訂正とお詫び ： 2010年8・9月号に誤りがありました。ここに訂正し、お詫び申し上げます。
8月号 P33下段13行目　［正］「お金がなかったりして、全員が小学校に入学できるわけではない」 
9月号 P4右下写真説明　［正］「1908年、～ブラジルのサントス港に着岸した・・・」
　　   P7グラフ コーヒー豆の輸入総量　［正］「3億9,000万キロ」
　　  P15本文2段目1行目　［正］「対策を進めている。またペルーでも・・・」
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ベトナム

フート省

　真っ青な空の下、風に吹かれてゆ
らゆらと揺れる大きなヤシの木―。
　ベトナムの首都ハノイから北へ約2
時間半、フート省にあるゼン村には、
都市の喧騒からはかけ離れた優雅な
田園風景が広がっている。ベトナム最
初の王といわれるフン王を祀る寺院
があることで有名なこの地域。“ベトナ
ム人祖先の土地”として名高いが、現
在は、深刻な貧困問題を抱えている。
　農業中心の生活の中で、新たな産
業が生まれれば、村も活性化するは
ず―。ベトナム政府は5年前から、この
土地の象徴であるヤシの葉を使った
“ノン”（すげ笠）の製作をサポート。青
年海外協力隊の岡崎恵美さんもこれ

に注目し、観光客をターゲットに商品
開発を進めてきた。
　JICAは岡崎さんの帰国後もこの取
り組みを後押しすべく、今年5月から、
シンガポール国際財団と協働でボラン
ティア派遣を開始。シンガポール側は
デザイン開発を、日本側は新規販路の
開拓を担当し、ノンを村の特産品とし
て定着すべく奮闘している。
　「シンガポールと日本、それぞれのボ
ランティアの専門性が重なり、いい効
果が生まれています」と村落開発普
及員の土居義範さん。「村の人々が
安定した収入が得られるように、彼ら
をリードしていきたい」と意気込む。
　アジアの若者の力が一つになり、

“ゼン村産ノン”がベトナム各地で見ら
れるようになる日もそう遠くない。

ヤシの葉の製品で村を豊かに

M
O

N
O

-GATARI FROM JI
C

A
, s 

W
o

rld
 V
I E

T N A M

OCTOBER

2010. NO.24

Vol.24  ベトナム

©Yuki Asada

ノンの品質改良について、村の女性と話し合う協力隊
員（右）とシンガポールのボランティア（中央）

★ノンを1人、ヤシの葉の小物（3点セット）を1人の方に
プレゼント！　詳細は38ページへ→

まつ
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 シンガーソングライター  

川嶋 あい
 KAWASHIMA  Ai

2Vol.

　中学生の時に、アフリカのドキュメン
タリー番組を見て衝撃を受けました。
どこの国だったかは覚えていないの
ですが、お腹がぽこっと出た、小さな
細い手の子どもたちが映っていて―。
毎日が平和で、幸せな生活が当たり
前だと思っていた私は、同じ地球上に
そんな現実が存在するなんて想像も
していませんでした。
　それからずっと、私にできることを考
えていたんですが、何から始めていい
か分からなかった。それで、新聞広告
に出ていたNGOに電話をして、まずは
話を聞かせてほしいとお願いしたん
です。まだデビューする前でただの
高校生でしたが、私のために時間を
取って、開発途上国が抱える問題や
NGOの活動について詳しく教えてく
ださいました。
　そこで初めて、途上国のことを遠い
海の向こうの話ではなく、“現実のも
の”としてとらえられたような気がしま

す。そしてNGOの方と話をするうちに、
どんな問題を解決するにも、一番大切
なのは未来を担う子どもたちの「教
育」なんじゃないかと。そこから、学校
建設の支援につながっていきました。
　スタッフやファンの方の協力の下、
数年後には、ブルキナファソに一校目
が完成しました。残念ながら開校式に
は行けなかったのですが、現地から
送られてきた子どもたちの笑顔の写
真を見ているだけで、胸がいっぱいに
なったのを覚えています。
　そして2008年には、カンボジアに建
設した学校を訪問することができまし
た。「これからいっぱい勉強するか
ら！」「将来は先生になって両親を助
けてあげるんだ」と、どの子も本当にた
くましくて私自身が学ぶことの方が多
かった。身が引き締まる思いでした。
　一年に一校を目標に、コンサート会
場での募金、ポストカードの販売など
を通じて資金を集め、今年の春には

6校目を建設しました。「あい校舎」で
学ぶ子どもたちは、私にとっては弟や
妹みたいな存在です。幼いころ、私を
施設から引き取ってくれた両親から受
けたたくさんの愛情を、今度は私が子
どもたちに注いでいきたい。そう思って
います。　
　一人一人の小さな心掛けが周りに
連鎖していけば、いつの日か、必ず大
きな変化が起きるはずです。途上国の
人を支えていくのは、先進国に生きる
私たちの責任。国境とか、文化とか、
肌の色の違いとか関係ない。そんなも
のはすべて取り払って、優しさや思い
やりをみんなでシェアできるような世
界になればと願っています。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国
の現状について知り、一人一人ができる国際協
力を推進していく市民参加型プロジェクトです。
ウェブサイトを中心に、さまざまな国際協力の
カタチを提案していきます。
詳しくはこちらから→

私の

なんとかしなきゃ.jp

PROFILE
1986年福岡県出身。15歳で上京、路上ライブを中心に歌手活動を開始。
「卒業式に来てほしい女性アーティストNo.1」に選ばれるなど、10代を中
心に幅広い支持を集める。国際協力NGO「アイラブワゴン」を立ち上げ、
開発途上国の学校建設支援にも取り組む。ニューシングル『そらいろ～
Simple Treasure～』の売上の一部は、学校建設の資金に充てられる。
「なんとかしなきゃ！プロジェクト」著名人メンバー。

今を生きる
私たちの責任
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